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第 6章 t城

1. 概観（第 6~9・53・54図）

土城は、基本的に竪穴住居や掘立柱建物•井戸・溝以外のものをまとめているが、建物の全体が把

握できない柱穴なども含んでいる。 W~Z-9~11区付近では、近世以降の削平のためかほとんど遺

構は確認できない。これ以外では、溝に囲まれた範囲に多 くの柱穴状の士城が見られる。

地下式坑は、調資区中央のU~ Z -11 ・ 12区付近に一列に並ぶように検出されているが、このうち

のX~Z-11区に位置するものは、竪坑を平坦部に掘り主室を崖の内部に配置しており、主室の天井

部を高く保つための地形利用であろう。なお、この地下式坑は、天井部が遺存している場合、崩落の

危険が非常に高いためいずれの場合も重機によって断ち割りを行っている。

また、第53・ 54図の崖の見通し図にあるように、地下式坑の天井崩落部分や近現代の芋穴を除くと、

径1.0~1.5m程、深さ30~50cm程の円形土城 (Y-11区SK-15、Z-11区SK-5など）がいくつ

か見られる。多くの土城は、壁面が袋状に内傾し、底面は比較的平坦となっている。遺物がほとんど

伴っていないため遺構の時期や性格ははっきりしない。なお、これに類した土城は崖南側の平坦部で

も見られる。径 1~2m程の円形や楕円形で、それぞれの壁面は内傾したものが多かった。遺物は13

世紀代のものが入っているが、遺構の性格は崖のものと同様にはっきりしない。

以下では、方形周溝墓、地下式坑、火葬墓、その他の土渡に分け、主に遺物が出土しているものを

中心に説明していく。

2. 士城他（第53~62図）

方形周溝墓

S Z -0 1 (AB -11区SK -25 + AA -11区SK-5)（第58図）

調企区東端中央のAA・ AB-11区で検出されたもので、溝の四隅が途切れる形態となり、北溝 (S

K -5) と東溝 (SK-25)が見つかっている。西溝や南溝については、削平や SD-45等によっ

て壊されているため確認できていない。また、盛土は既に無く主体部も残っていない。

規模は、北溝や東溝の位置関係や大きさから、一辺は溝の内側で約 4m、外側で約 6mと推測され

る。各区画溝の規模は、北溝 SK-5が長さ2.3m以上、幅0.7m、深さO.lm程、東溝 SK-25が長さ

3.9m、幅l.Om、深さO.l~0.2m程をそれぞれ測る。区画溝の断面はいずれも底面が広 く平坦で、埋土

はいずれも黒灰色砂質土である。遺物は、東溝で比較的残りの良い壺や甕など（第74図375~377)が

溝底に接した状態で出土しており、北溝では壺などの破片（第74図378・ 379)が見つかっている。時

期については、出土した土器から弥生時代中期後葉に位置付けられよう。

S Z-0 2 (V -18区SK-23) （第58図）
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調査区南端のV-18区で検出されたものである。溝状の土堀 (SK-23)が「L」字状に曲がるこ

とから、溝の四隅のうちの 1ヶ所が途切れる形態と推測されるが、調査区外となる南側は削平されて

おり全体形ははっきりしない。また、盛土は既に無く主体部も残っていない。

規模は、一辺が溝の内側で1.7m以上、外側で2.5m以上、区画溝は幅0.7~0.Sm、深さ 5~10cmを測

る。溝の断面は底面が広く平坦で、埋土は黒灰色砂質土である。遺物は、北辺の溝から弥生土器壺

（第69図203)が潰れた状態で出土している。時期については、出土した土器から弥生時代後期前半に

位置付けられよう。

地下式坑

V-9区SK-67（第55図）

SD-22の掘り下げ中に検出されたもので、主室の天井部は遺存していた。他の地下式坑と比べ、

竪坑の付く位置が西側となる点で異なり、また他とは少し離れた場所に位置している。

主室は単室・正方形で、その一辺に円形の竪坑が付く形態となる。主室は一辺2.5m程の規模で、

床面は平坦となる。壁は垂直気味に立ち上がり、天井部は中心付近が最も高いドーム状となり、床面

からの高さは約1.9mを測る。竪坑は径70~80cm、周辺平坦面からの深さが2.lm程で、主室床面との

間には40cm程の段が見られる。埋土は、暗灰色砂質土などの流入土が厚く堆積し、天井近くのみが僅

かに空洞となっていた。

出土した遺物には、古瀬戸瓶子や灰釉陶器碗、土師器鍋、瓦片など（第63図 1・ 2)があるが、多

くは竪坑流入土からの出土である。遺構の時期については、 SD-2 2の掘削よりも古い17世紀以前

と推測されるが詳細ははっきりしない。

Z-10区SK-20（第55図）

天井部が既に崩落していたため竪坑•主室の区別無 く 掘り下げている。 V -9区SK-67と同様、

他の地下式坑とは少し離れた場所にあるが、竪坑が南側に付く形態で他の多くと類似している。

主室は単室・円形で、その南側に円形の竪坑が付く形態と推測される。主室は径2.0~2.2m程の規

模で、床面は平坦となる。壁は徐々に内傾しながら天井に向かっており、遺存する壁の高さは約1.3

mを測る。竪坑は径0.9~1.0m、深さ1.4m程で、主室床面との間には10cm程の段が見られる。埋土は、

流入土と考えられる暗黄褐色粘質土や暗黄褐色砂礫土などが堆積していた。

出土した遺物は、灰釉系陶器碗．甕、土師器小皿など（第63図 3)があるが、いずれも流入土ある

いは天井崩落後の堆積土からの出土である。遺構の時期については、 17世紀以前と推測される他はは

っきりしない。

u-12区sk-8 （第55図）

SD-29の掘り下げ中に検出されたもので、当初は竪坑部分を井戸と推測して掘り下げ、断ち割

り時に地下式坑であることが明らかとなった。他の地下式坑と同様に、竪坑は南側に付き、 v-12区

SK-7やV-12区SK-1と並列するように位置している。
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主室は単室・円形で、その南側に円形の竪坑が付 く形態となる。主室は径l.7~1.8m程の規模で、

床の平坦面は比較的少ない。壁は徐々に内傾しながら天井に向かい、天井部は最も高い部分で約1.2

mを測る。竪坑は径80~90cm、周辺平坦面からの深さが2.2m程で、 主室床面との間には 5cm程の段

が見られる。埋土は、暗茶灰色砂質土などの流入土が厚く堆積し、主室の天井部近くが空洞となって

いた。出土した遺物には、灰釉系陶器甕、陶器碗．皿、土師器くの字形鍋．皿など（第63図4~10) 

がある。このうち、主室内出土のものは15世紀後半～16世紀初頭に位置付けられ、遺構もこの時期と

推測される。なお、出土した くの字形鍋は外面に煤が付着しており、使用済みと 言えるものである。

V-12区SK-7 （第55図）

当初、竪坑のすぐ隣にある穴 (V-12区SK-4)は別の土城と考えていたが、断ち割りによって

主室の天井部が崩落した部分であることが確認できた。竪坑はやや西寄りに付いているが、それ以外

は他の地下式坑と同様で、 u-12区SK-8やv-12区SK-1と並列するように位置している。

主室は単室・円形で、その南西側に円形の竪坑が付く形態となる。主室は径2.8~2.9m程の規模で、

床面は平坦となる。壁は徐々に内傾しながら天井に向かっていたと考えられ、崩落した天井部 (3層）

を復元した場合の床面から天井までの高さは1.6m程と推測される。竪坑は径l.0m程、深さ2.2m程で、

主室床面との間には10cm程の段が見られる。埋土は、竪坑からの流入土 (4層）や天井崩落後の土

(1 • 2層）が厚く堆積している。

出土した遺物には、灰釉系陶器碗・甕、陶器天目茶碗・播鉢、土師器皿・半球形鍋など（第63図11

~22)があるが、多 くは竪坑流入土や天井が崩落した主室内の堆積土からの出土である。遺構の時期

は16世紀後半と推測される。

V-12区SK-1 （第55図）

SD-30の掘り下げ中に検出されたもので、天井部が既に崩落していたため竪坑・主室の区別無

く掘り下げた。他の地下式坑と同様に、竪坑は南側に付き、 u-12区SK-8やv-12区SK-7と

並列するように位置している。

主室は単室・円形で、その南側に円形の竪坑が付く形態と推測される。主室は径2.8~3.0m程の規

模で、床面は平坦となる。壁は徐々に内傾しながら天井に向かっており、遺存する壁の高さは約1.8

mを測る。竪坑は径l.0m前後、深さ1.6m程で、主室床面との間には15cm程の段が見られる。埋土は、

流入土と考えられる灰色砂質土などが堆積していた。

出土した遺物には、灰釉系陶器碗、陶器碗・播鉢．甕、土師器内弯形鍋・小皿、瓦質土器鍋など

（第63・ 64図23~28)があり、主室の天井崩落後に流入したと考えられる遺物を除 くと、遺構の時期

は16世紀代と推測される。

w-12区SK-28（第55図）

SD-45の掘り下げ中に検出されたもので、天井部が既に崩落していたため竪坑・主室の区別無

く掘り下げた。竪坑は東側に付き、 主室平面形が不整形となるなど他の地下式坑とやや異なるが、 X
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-12区SK-4などと隣接した場所にある。

主室は単室・奥壁が長く直線的となる隅丸の台形に近い形で、その東側に円形の竪坑が付く形態と

推測される。主室は長さ2.2m、幅1.8m程の規模で、床面は平坦となる。壁は徐々に内傾しながら天

井に向かっており、遺存する壁の高さは約1.5mを測る。竪坑は径0.7~0.9m程、周辺平坦面からの深

さが1.8m程で、主室床面との間には60cm程の段が見られる。埋士は、流入土と考えられる暗灰色砂

質土・暗褐色砂礫土などが堆積していた。

出土した遺物には、陶器碗・香炉・浅鉢・甕、土師器鍋・小皿など（第64図29~38)があり、この

うち土師器小皿は主室内から出土している。遺構の時期については、主室の天井崩落後に流入したと

考えられる遺物を除 くと、 SD-45の掘削よりも古い16世紀代と推測される。

X-12区SK-20（第53・ 56図）

当初、竪坑となる土城のすぐ北側にある方形の大きな土城は別遺構と考えていたが、断ち割りによ

って主室の天井部が崩落した部分であることが確認できた。また、竪坑と主室とを分ける天井部の一

部は遺存していた。竪坑の一部は SD-45に壊されている。

主室は単室・長方形で、その南側短辺に円形の竪坑が付く形態と推測される。主室は長さ3.8m、

幅推定3.3m程の規模で、床面は平坦となる。壁は床面から比較的垂直に立ち上がっており、遺存す

る壁の高さは約1.4mを測る。竪坑は、径1.2m程のものと径0.8m程のものが重複したような形で掘ら

れており、周辺平坦面からの深さが1.3m程で、主室床面との間には10cm程の段が見られる。埋土は、

流入土と考えられる暗灰色砂質土・暗茶灰色砂質土などが堆積していた。

出土した遺物には、灰釉系陶器甕、陶器縁釉小皿、士師器小皿・碗など（第64図46~48)があるが、

多くは竪坑の流入土からの出土である。遺構の時期は、 SD-45の掘削よりも古く 17世紀以前と推

測される程度である。なお、東側に接するようにある X-11区SK-56の主室との前後関係などは明

らかにできなかった。また、竪坑のすぐ隣にある X-11区SK-37も竪坑状となるが、完掘できてい

ないことや主室が未確認のため地下式坑であるかは不明である。時期は、出土遺物（第64図39~45)

から16~17世紀と考えられる。

X-11区SK-56（第53・ 56図）

x-12区SK-20と同様に、竪坑のすぐ隣にある方形の大きな士城は別遺構と考えていた。断ち割

りによってそれは主室の天井部が崩落した部分であり、竪坑と主室とを分ける天井部の一部は遺存し

ていることが確認できた。

主室は単室・長方形で、その南側短辺に円形の竪坑が付く形態と推測される。主室は長さ3.5m、

幅推定3.3m程の規模で、床面は平坦となる。壁は床面から垂直気味に1.4m程立ち上がり、そこから

緩やかに曲がりながら天井部を形成しており、遺存する天井までの高さは約1.9mを測る。竪坑は径

0.8m程、深さ1.5m程で、主室床面との間には50cm程の段が見られる。埋土は、流入土と考えられる

暗灰色砂質土や茶褐色砂礫土などが堆積していた。

出土した遺物には、陶器天目茶碗．甕、磁器皿、土師器小皿・半球形鍋など（第65図54~58)があ
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8 淡茶灰色砂質土

1 褐色砂礫土（天井崩落土？）

2 淡灰色砂質土

3 暗灰色砂質土

4 2層と同じ

5 暗茶褐色砂質土（砂礫混じり）

4 暗灰色砂質土 9 淡茶灰色砂質土（砂礫混じり）

5 4層よりやや暗い 10 淡灰褐色砂礫土（やや粘質）

6 茶褐色砂質土 11 明灰褐色砂礫土（やや粘質）

第56図遺構実測図ー16(1/80) 
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り、いずれも天井が崩落した主室内の堆積土からの出土である。このため遺構の時期については、 16

世紀後半と推測される程度である。なお、西側に接する X-12区SK-20の主室に比べて、床面は約

20cmほど低くなっている。また、すぐ東隣のx-12区SK-10も主室が接していると推測されるが、

相互の関係は明らかにできなかった。

X-12区SK-4 （第56図）

当初、竪坑部分は井戸と推測して掘り下げていた。途中で一方に空洞が見られたため、これを地下

式坑の主室（西室）と確認して重機で断ち割ったが、反対側にも主室（東室）が検出された。

主室は複室・円形で、両室の真ん中に円形の竪坑が付く形態となる。径2.5m程の規模の西室には

やや長めの通路状のものが付き、床面は比較的平坦と推測される。壁は垂直気味に約1.3m立ち上が

り、天井は比較的平坦で、最も高い部分で推定1.5mとなる。また、この天井には竪坑に向かって前

壁状の段が見られる。東室については、径2.5~2.Sm程の規模で床面は平坦となる。壁は徐々に内傾

しながら天井に向かい、天井部はドーム状で計測できる最も高い部分では床面から約1.5mを測る。

竪坑は径90cm程、深さ2.3m程で、東室床面との間には20cm程の段が見られ、西室でも段が確認さ

れている。埋土は、竪坑からの流入士が厚く堆積し、西室では天井近くが空洞、東室はほとんどが空

洞となっていた。出土した遺物には、灰釉系陶器碗．甕、陶器壺・甕、白磁碗、土師器内弯形鍋・半

球形鍋など（第64図49~53)があるが、多くは竪坑流入土からの出土であるため、遺構の時期につい

ては、 17世紀以前と推測される程度である。

x-12区SK-10（第53・ 56図）

竪坑から続く主室の位置や規模がはっきりしないまま断ち割りを行っているため、 X-11区sk-

56との関係ははっきりしない。

主室は単室・円形と考えられ、その南側に円形の竪坑が付く形態となる。主室は推定径1.8m程の

規模で、床面は平坦となる。壁は垂直気味に立ち上がり、天井は比較的平坦になると推測される。計

測できる天井の高さは1.5m程である。竪坑は径0.7m程、深さ1.9m程で、 主室床面との間には段差は

見られない。埋土は、竪坑や主室には流入土や天井崩落による土が厚く堆積している。

出土した遺物には、陶器皿・甕、土師器皿・くの字形鍋など（第65図59~61)があり、多くは竪坑

流入土からの出土である。遺構の時期は、 16世紀代と推測されるが詳細ははっきりしない。

Y-11区sk-13 （第53・ 57図）

X-ll区SK-56と同様に、竪坑となる土城のすぐ北側にある方形の大きな土城は別遺構と考えて

いた。断ち割りによってそれは主室の天井部が崩落した部分であり、竪坑と 主室とを分ける天井部の

一部は遺存していることが確認できた。

主室は単室・正方形で、その南辺に円形の竪坑 (Y-ll区SK-llとした）が付く形態となる。主

室は一辺3.0m程の規模で、床面は平坦となる。壁は床面から垂直気味に1.5m程立ち上がっている。

竪坑は径0.7~0.Sm程、深さ1.5m程で、主室床面との間には30cm程の段が見られる。埋土は、流入土
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と考えられる暗灰色砂質土や暗褐色砂礫土などが堆積していた。

出土した遺物には、灰釉系陶器碗．甕、陶器甕、青磁碗、土師器小皿など（第65図62~64)があり、

多くは竪坑流入土からの出土である。また天井が崩落した主室内の堆積土からは陶器鉢・卸皿、土師

器鍋など（第65図65~73)が出土している。遺構の時期については、 16世紀代と推測される。

Y-11区SK-66（第53・ 57図）

僅かに被っていた竪坑上の土が遺構検出時に外れ、竪坑と主室の空洞部分が確認された。他の地下

式坑と同じように、竪坑は南側に付き、 X-11区SK-56やY-11区SK-13などと共に崖を意識す

るように並んでいる。竪坑の一部は SD-45に壊されている。

主室は単室・方形で、少し幅が狭い南辺に円形の竪坑が付く形態となる。主室は一辺3.0m程の規

模で、床は底面まで掘り下げていないが平坦になると推測される。壁は床からやや内傾気味に1.4m

程立ち上がり、天井部はドーム状となり、計測できる最も高い部分は床から約2.lmを測る。竪坑は

径0.9~1.0m程、深さ1.6m程で、主室床面との間には段差が確認できる。埋士は、流入土と考えられ

る暗灰色砂質土や赤褐色砂礫土などが堆積していた。

出土した遺物には、灰釉系陶器碗、陶器鉢、磁器碗、土師器鍋・小皿など（第66図74~78)があり、

多 くは竪坑流入土からの出土である。遺構の時期については、 16世紀代と推測される。

Z-11区SK-29（第54・ 57図）

SD-45を掘り下げている時に、竪坑と主室の空洞部分が確認された。内部には多量の水が溜ま

っていることや邸低差の大きな崖の状況などから、主軸方向の断ち割りを行うことができず、規模等

の計測はほとんど出来ていない。

主室は単室・方形で、南辺に円形の竪坑が付く形態と推測される。主室は一辺3.0~3.3m程の規模

で、平面形や断面形はY-11区SK-66と類似する。竪坑は径0.9~1.0m程、深さ2.8m程で、他の地

下式坑に比べて最も深い。埋土は、流入士と考えられる灰色砂質土などが堆積していた。

出土した遺物には、灰釉系陶器碗、陶器碗、土師器小1IIl．鍋など（第66図79・ 80)があり、多くが

竪坑流入土からの出土と考えられる。遺構の時期は、 16世紀代と推測されるがはっきりしない。

X-13区SK-135（第57図）

天井部が完全に崩落していたため竪坑・主室の区別無く掘り下げた。他の地下式坑と比べ、竪坑の

付く位置が西側となる点で異なり、また他と少し離れた場所に位置している。さらに、平坦な場所に

掘られている点では Z-10区SK-20と共通する。

主室は単室・円形で、その西側に円形の竪坑が付く形態と推測される。主室は径1.8m程の規模で、

床面は平坦となる。壁は垂直気味に立ち上がり、遺存する壁の高さは約1.7mを測る。竪坑は径0.9m

程、深さ 1.8m程で、主室床面との間には30cm程の段が見られる。埋土は、流入土と考えられる暗灰

色砂質土などが堆積していたが、主室の床面近くでは自然木が敷かれたように見つかり、その上には

炭層も確認された。



出土した遺物には、灰釉系陶器碗、陶器碗．蓋・壺、士師器小1IIl.くの字形鍋、銭貨など（第66図

81~95)があるが、天井崩落後に流入したものも含まれている可能性がある。遺構の時期については、

15世紀後半～16世紀前半と推測される。

火葬墓

U-16区SK-44（第58図）

調査区南西隅のU-16区で検出されたもので、西側は SD-38によって壊されている。平面形は

長方形と考えられ、縦l.lm、横0.6m以上、深さ 8cm程の規模となる。床面は広く平坦で、その周囲

の壁面も含め火を受けてやや硬くなっていた。埋土は、焼土・炭混じりの暗灰色砂質土である。出土

した遺物は、焼骨以外に士師器鍋・小1II1など（第66図96・ 97)がある。遺構の時期は SD-38より

古く、 15~16世紀であろう。

U-16区SK-57（第58図）

調査区南西隅のU-16区で検出されたもので、 U-16区SK-44とほぼ主軸を合わせるように並ん

でいる。平面形は隅丸の方形で、一辺1.0m程、深さ 5cm程の規模となる。床面は広く平坦で、その

周囲の壁面も含め火を受けてやや硬くなっていた。埋士は、焼土混じりの暗灰色砂質土である。出土

した遺物は、焼骨以外に士師器伊勢型鍋・小皿などの小片があるだけで遺構の時期ははっきりしない。

U -16区SK-44と近い時期であろう。

AA-13区SK-13（第58図）

調査区南東隅のAA-13区で検出されたものである。平面形は長方形で、縦I.Om、横0.7m、深さ10

cm程の規模となる。床面は広く平坦で、その周囲の壁面も含め火を受けてやや硬くなっていた。埋土

は、焼土混じりの灰色砂質土である。出上した遺物は、焼骨以外に土師器鍋・小皿などの小片だけで

ある。遺構は、他の火葬墓と前後する時期のものであろう。

AA-11区SK-23（第58図）

調査区東側中央のAA-11区で検出されたものである。平面形は楕円形で、長径l.lmX短径0.8m、

深さ10cm程の規模となる。床面は広く平坦であるが、壁面とも火を受けた形跡はなくあまり硬くなっ

ていない。埋土は、焼土・炭混じりの暗灰色砂質土である。遺物は、焼骨以外に士師器皿・小皿が 6

個体分（第74図352~355)が床面よりやや浮いた状態で出土している。遺構の時期は15世紀末～16世

紀初頭であろう。

その他土壊

T-13区SK-70（第 8図）

平面形は楕円形で、東側は SB-12に壊されている。規模は長径2.2mX短径1.2m、底面は比較

的平坦で深さは 7cm程を測る。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には土師器小型壺・高杯

箱 6章 士堀
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．甕など（第66図98~100)があり、遺構は古墳時代中期後葉のものであろう 。

T-14区sk-73 （第 8図）

平面形は楕円形で、 SB-13を壊している。規模は長径1.8mX短径0.75m、底面は舟底状となり

深さは33cm程を測る。埋土は、暗茶褐色砂質土である。遺物には、土師器くの字形鍋片や混入と考え

られる尖頭器（第66図101)や須恵器甕が出土している。遺構は15~16世紀のものであろう 。

U-10区sk-167 （第 6図）

平面形は隅丸長方形で、 U-11区にまたがって検出された。規模は南北1.45mX東西O.Sm、底面は

比較的平坦で深さは20cm程を測る。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には古瀬戸合子蓋や

土師器皿（第66図102・ 103)があり、遺構は14世紀前半のものであろう。

U-11区SK-16（第 6図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.55mX短径0.45m、深さは32cm程を測る柱穴状の土城である。埋

土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には土師器伊勢型鍋（第66図104)があり、遺構は14枇紀

前半のものであろう 。

u-13区SK-162（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.2m、深さは22cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、黒灰色砂質

土である。出土した遺物には土師器小型壺（第66図105)以外に、土師器鍋・小1111などの小破片があ

り、遺構は中世～近世のものであろう 。

u-14区SK-197（第58図）

平面形は円形で、規模は径0.35m、底面は比較的平坦で深さ21cm程を測る柱穴状の土城である。埋

土は、地山土混じりの灰色砂質土である。青銅製絆（第66図106)が横向きで浮いたような状態で出

土 している。これ以外では摩滅した灰釉系陶器片や土師器片があり、遺構は近世のものであろう 。

T • U-14区SK-55（第59図）

SD-5 1から続く 一連のものと考えられ、西側は SD-28-3に切られている。平面形は不整

な方形を呈 し、規模は東西約4.QmX南北約2.9m、底面は平坦で深さは20cm程を測る。埋土は、灰色

砂質土である。出土した遺物には須恵器や灰釉系陶器の破片、陶器碗・播鉢．甕、磁器皿、土師器<

の字形鍋・半球形鍋など（第67図107~112)があり、遺構は16世紀後半のものであろう 。

U-15区SK-155（第 8図）

平面形は細長い溝状で、東側は円形の土城によって壊され、西側では 2層を掘り込んでいるが不明

瞭となる。規模は長さ3.5m以上、幅0.5m、底面は比較的平坦で深さは10cm程を測る。埋土は、暗灰
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色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗、土師器くの字形鍋・小皿など（第67図113)があ

り、遺構は16世紀後半のものであろう。

U-15•16区 S K-71 （第59図）

平面形は不整な方形を呈しているが、北側は SD-37に壊されている。規模は東西約5.5mX南

北約6.0m、底面は中央付近がやや高くなるが全体的には平坦となり深さは 5cm程を測る。周囲の壁

は角度を持って立ち上がることや床面の北側に lm程の範囲で焼土が見られることから、竪穴住居あ

るいはそれに類した遺構であろう。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器有台杯・

蓋・高杯・壺、土師器壺．甕など（第67図114~123)や混入と考えられる灰釉系陶器碗、陶器碗、土

師器鍋などがある。遺構は 7世紀末～ 8世紀初頭のものであろう。

U-15区SK-89（第59図）

平面形は円形で、規模は径0.9m、底面は比較的平坦で深さは18cm程を測る。埋土は、黒灰色砂質

土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗・小皿・壺．甕、士師器小片など（第67図124~127)があ

り、遺構は13世紀後半のものであろう。

u-16区SK-53（第 8図）

平面形は楕円形で、規模は長径O.Smx短径0.65mで、中心に向かって徐々に深くなり最も深い部分

で26cm程を測る。銭貨がまとまって出土していることから隣接する火葬墓U-16区SK-44や同区s
K -57と関連性が推測される。埋土は、黒灰色砂質土である。出土遺物には土師器小片と銭貨 7枚

（第67図128~131)がある。銭貨は全て渡来銭で、遺構はそれが最も使用された室町期であろう。

V-7区SK-9 （第58図）

平面形は円形で、規模は径0.6~0.7m、深さ50cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は暗灰色砂質

土で、床面から側面に掛かるように須恵器壺片が出土している。出土した遺物には灰釉陶器碗と須恵

器広口壺、士師器片（第67図132・ 133)があり、遺構は 9~10世紀前半のものであろう。

V-9区SK-33（第 6図）

平面形は円形で、規模は径0.2~0.25m、深さ13cm程を測る柱穴状の土壊である。埋土は、暗灰色砂

質土である。出土した遺物は陶丸（第67圏134)のみで、遺構は12~14世紀代のものであろう。

V-10区SK-30（第 6図）

平面形は円形で、規模は径0.5~0.55mでその内側に径0.3m程が更に掘られている。深さは25cm程

を測り、柱穴状の土城となる。埋土は、灰色砂質土である。出土した遺物には土師器半球形鍋．皿な

ど（第67図135・ 136)があり、遺構は16~17世紀のものであろう。

第 6章士塘
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V-10区SK-72（第 6図）

平面形は円形で、規模は径0.25~0.3m、深さ29cm程を測る柱穴状の土壊である。埋土は、灰色砂質

土である。出土した遺物は陶器卸皿（第67図137) のみで、遺構は15世紀後半のものであろう。

V-11区SK-37（第 6図）

平面形は楕円形で、規模は長径2.7mX短径1.3mで、 80cm程掘り下げたが完掘していないため深さ

は不明である。埋土は、灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗．甕、陶器播鉢、土師器

半球形鍋・くの字形鍋・小皿、平瓦など（第67図138~142)があり、 15~16世紀の廃棄土城であろう。

v-11区SK-54（第59図）

平面形は楕円形で、規模は長径5.5mX短径4.0m、深さ 1.6m程を測る非常に大きな土城である。床

面は比較的平坦で、聖面は袋状に広がっている。埋士は、淡灰褐色砂礫土や淡茶褐色砂質土などであ

る。出土した遺物には陶器播鉢．甕、上師器半球形鍋・小皿、平瓦などの小片があるが、規模の割に

は出土量は少ない。遺構は18世紀以降のものであろう。

V-12区SK-4 （第59図）

地下式坑v-12区SK-7の主室天井部が崩落してできた穴と考えられる。平面形は円形で、規模

は径2.5m程で、天井部崩落後に深さ1.5m程の土砂の堆積があった。埋土は、礫混じりの淡灰色砂質

土や暗茶灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器片、陶器皿・播鉢・甕、土師器くの字形

鍋・半球形鍋・小皿など（第68図143~149)がある。天井の崩落は出土遺物から16世紀後半頃と考え

られ、比較的早い時期に起きているようである。

V-13区SK-119（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.4~0.45m、深さ llcm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂

質土である。出土した遺物には陶器蓋や士師器小lll1（第68図150)があり、遺構は18世紀以降のもの

であろう。

V-13区SK-140（第 8図）

平面形はやや不整な楕円形で、規模は長径0.85mX短径0.6m、底面は比較的平坦で深さは 8cm程を

測る。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉陶器碗、土師器清郷型鍋など（第68図

151 ・ 152)があり、遺構は11世紀前半のものであろう。

V-14区SK-63（第59図）

平面形は不整な形で、規模は南北4.6m、東西3.5m程、床面は比較的平坦で深さは15cm程を測る。

埋土は、黒灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器有台杯・杯蓋・瓶類、士師器甕など（第68図

153~158)や混入と考えられる灰釉系陶器碗があり、遺構は 7世紀末葉のものであろう。ほぱ重なる



ような位置にある SB-33も同時期のものであり、それに伴う土城であろう。

V-15区SK-146（第59図）

V-14区SK-63に隣接し、平面形も同様に不整な形で、規模は南北1.4m、東西1.2m程、床面は

比較的平坦で深さは10cm程を測る。埋土は、黒灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器高杯・甕、

土師器甕など（第68図176~178)があり、遺構は 7世紀末葉のものであろう。 V-14区SK-63やS

B-33に関連した土城であろう。

V-14区SK-77（第 8医）

平面形は不整な円形で、北側や西側は SB-3 3の柱穴などによって壊されている。規模は径1.0

m程、底面は比較的平坦で深さ15cm程を測る。埋土は、黒灰色砂質土である。出土した遺物には弥生

土器甕片や混入と考えられる須恵器片・土師器羽釜など（第68図159~161)があり、遺構は弥生中期

中葉のものであろう。

V-14区SK-95（第 8図）

平面形は細長い溝状で、東側は SD-30に壊されている。規模は長さ5.8m、幅1.5m、底面は平

坦面が広く深さは20~30cm程を測る。埋土は、暗灰色砂質土である。出土遺物には灰釉系陶器片、陶

器揺鉢、土師器 くの字形鍋・小皿など（第68図162~165)があり、遺構は15世紀後半のものであろう。

V • W-13 • 14区SK-167（第 8図）

V-14区SK-95に繋ぐように延びた非常に細長い溝状の土城で、東側は SD-3 0に壊されてい

る。規模は長さ13.3m以上、幅1.3m以上、底面は平坦面が広く深さは10~25cm程を測る。埋土は、暗

灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗．甕、陶器碗・水滴．揺鉢・甕、士師器くの字形

鍋・小皿など（第68図166~172)があり、遺構は15世紀後半のものであろう。規模や方向などがV-

14区SK-95と類似するため、これらは一連のものと考えられる。

V-15区SK-58（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.25m、深さ17cm程を測る柱穴状の土城である。埋士は、暗灰色砂質土

である。出土した遺物は土師器小片と石製品（第68図173)のみで、遺構の時期ははっきりしない。

V-15区SK-100（第 8図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.55mX短径0.3m、その内側に径0.3m程が更に掘られている。深

さは浅い部分で17cm、深い部分で25cm程を測り、柱穴状の土城となる。埋土は、暗灰色砂質土である。

出土した遺物には陶器縁釉小皿、土師器くの字形鍋・羽釜など（第68図174・ 175)があり、遺構は15

世紀後半のものであろう。
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V-15区SK-158（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.25~0.3m、深さ12cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂

質土である。出土した遺物には灰釉系陶器小皿（第69図179・ 180)があり、遺構は12世紀後半のもの

であろう。

V-16区SK-210（第 8図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.55mX短径0.45mで、中心に向かって徐々に深くなり最も深い部

分で31cm程を測る。埋土は、黒灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器益、士師器片など（第69

図181)があり、遺構は 6世紀後半のものであろう。

V-16区SK-251 （第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.35m、深さ22cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂質土

である。出土した遺物には灰釉系陶器碗・片口鉢・甕、土師器鍋片など（第69図182・ 183)があり、

遺構は13世紀代のものであろう。

V-16区SK-254（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.55~0.6m、深さ17cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、焼士混じ

りの黒灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器高杯・摘み蓋（第69図184・ 185)があり、遺構は

7世紀末葉のものであろう。

V-17区SK-52（第 8図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.65mX短径0.4m、その内側に径0.3m程が更に掘られている。深

さは浅い部分で40cm、深い部分で66cm程を測り、柱穴状の土城となる。埋土は、暗灰色砂質土である。

出土した遺物には土師器半球形鍋・茶釜形鍋・小皿など（第69図186・ 187)があり、遺構は16世紀前

後のものであろう。

V-17区SK-79（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.4m、深さ23cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂質土

である。出土した遺物には灰釉系陶器碗（第69図188~193)があり、遺構は13世紀後半のものであろう。

V-17区SK-89（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.25m、深さ15cm程を測る柱穴状の土城である。 SD-4 1に切られて

いる。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には土師器小片と製塩土器片（第69図194)のみ

で、遺構は 7~9世紀のものであろう。

V-17区SK-112（第 8図）



平面形は円形で、規模は径0.35m、深さ52cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、淡茶褐色砂質

土である。出土した遺物には陶器小皿と土師器小皿（第69図195・ 196)があり、遺構は16世紀末～17

世紀初頭のものであろう。

V-17区SK-157（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.25~0.3m、深さ 9cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂

質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗と土師器甕（第69図197・ 198)があり、遺構は13世紀代

のものであろう。

V-17区sk-257 （第59図）

平面形は細長い溝状で、規模は長さ3.05m、幅0.8m、底面は比較的平坦で深さは10cm程を測る。埋

土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗・小皿・甕、土師器鍋片など（第69圏

199 ・ 200)があり、遺構は13世紀中葉のものであろう 。

V-17区SK-225（第59図）

平面形は円形で、規模は径0.3m、深さ48cm程を測る柱穴状の士城である。埋土は、灰色砂質土で

ある。出土遺物には士師器半球形鍋．皿など（第69図201・ 202)があり、遺構は16~17世紀であろう 。

V-18区SK-103（第59図）

平面形は長方形の土城が二つ「L」字状に重複した形で、規模はいずれも縦1.5m程、横0.8~1.0m

を測る。底面はいずれも広く平坦で、深さは浅い東側で10cm、深い西側では20~25cmとなる。埋土は、

灰色砂質土である。出土した遺物には陶器播鉢、土師器くの字形鍋・小皿など（第69図204~206)が

あり、遺構は16世紀代のものであろう 。

W-8区SK-8 （第 6図）

平面形は SD-1 7に壊されているためはっきりしないが、長さ1.45m以上、幅0.55m以上の楕円

形の可能性が高い。深さは15cmを測る。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には陶器碗．皿、

土師器半球形鍋・小皿など（第69図207~210)があり、遺構は17世紀代のものであろう。

w-9区SK-13（第 6図）

細長く浅い土城が断続的に続いていることから、本来は溝であった可能性が高く、 SD-22に向

かって屈曲しながら延びている。残存する部分の規模は長さ5.4m、幅0.4~0.7m、断面は浅い皿状と

なり深さは10~22cmを測る。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には陶器碗 ・甕、土師器半

球形鍋・小皿など（第69図211~213)があり、遺構は16世紀代のものであろう 。

W-11区sk-1 （第60図）
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平面形は楕円形の土城が二つ重複した形で、規模は一つは長径4.9mX短径4.3m、深さ1.5m程、も

う一つは長径5.5mX短径4.0m以上、深さl.lm程を測る非常に大きな上城である。いずれも床面は比

較的平坦で、墜面は袋状に広がっている。埋土は、暗茶褐色砂質士や淡褐色砂礫士などである。規模

や形態などが隣接する V-11区SK-54に類似している。出土した遺物には灰釉系陶器碗・鉢・甕、

陶器碗．皿・播鉢・甕、土師器くの字形鍋・半球形鍋・羽釜・小皿など（第70図214~222)があり、

遺構は17世紀前半のものであろう。

W-13区SK-72（第60図）

平面形は SD-45やSD-55によって大きく壊されているためはっきりしないが、細長い楕円

形になると推測される。規模は長さ3.0m以上、幅0.7m以上で、底面は比較的平坦で深さは 7~10cm

程を測る。また、西端には長径0.45mX短径0.3mで深さ10cm程の浅い窪みが見られ、この付近を中心

に土師器がまとまって出土している。埋土は、黒灰色砂質土である。出土した遺物には比較的遺存状

態の良い土師器壺・小型壺（第70図223・ 224)があり、遺構は古墳時代前期のものであろう。

W-14区SK-114（第60図）

平面形は細長い溝状で、規模は長さ2.8m以上、幅0.4m、底面は比較的平坦で深さは 7~14cm程を

測る。埋土は、黒灰色砂質土である。出士した遺物には弥生土器甕（第70図225) と小片のみで、遺

構は弥生時代中期前半のものであろう。

W-14区SK-34（第 8図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.35mX短径0.25m、深さ 6cm程を測る柱穴状の上城である。埋土

は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗と滑石製鍋（第70図226・ 227)があり、遺

構は13世紀代のものであろう 。

W-14区SK-85（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.4~0.45m、深さ13cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂

質土である。出土遺物には土師器小皿など（第70図228~231)があり、遺構は16世紀前後であろう。

W-14区SK-100（第60図）

平面形は長方形で、南側は SD-58に少し壊されているが規模は縦4.9m以上 X横2.9mを測る。

底面は広く平坦で、深さは15~20cm程となる。埋土は、暗灰色砂質土に焼土ブロ ックや炭が混ざって

いる。出土した遺物には陶器壺．甕、土師器くの字形鍋・半球形鍋・小皿、土錘・上製品、石臼など

（第70図232~240)があり、遺構は16世紀代のものであろう 。

W-15区SK-86（第 8図）

平面形はやや不整な円形で、 一部はW-14区SK-100に壊されている。規模は径0.95~1.0m、断
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面は揺鉢状で深さは33cm程を測る。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器甕、灰釉

陶器碗、士師器甕など（第71図241・ 242)があり、遺構は 9世紀前半のものであろう 。

W-16区SK-17（第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.45~0.5m、深さ38cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂

質土である。出土した遺物は灰釉系陶器碗と土師器小皿（第71図243・ 244)のみであるが、 2点は供

伴しない可能性が高い。遺構は16枇紀前後のものであろう 。

W-16区SK-27（第60図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.5mX短径0.4m、底面はやや平坦で深さは24cm程を測る。須恵器

が、壁面に付くようにして検出されている。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器

有台杯・碗や土師器小片（第71図245・ 246)があり、遺構は 8冊紀前半のものであろう 。

W-16区SK-57（第60図）

平面形は円形で、規模は径0.30~0.35m、深さ35cm程を測る柱穴状の土城である。底面近くでは士

師器小皿が出土している。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗片、土師器

鍋•小皿など（第71図247~249) があり、遺構は15世紀前後のものであろう 。

W-16区SK-81 （第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.35~0.4m、深さ17cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂

質土である。出土した遺物は灰釉系陶器碗と土師器伊勢型鍋（第71図250・ 251)のみで、遺構は13世

紀代のものであろう。

W-17区SK-6 （第 8図）

平面形は不整な楕円形で、規模は長径0.5mX短径0.3m、深さ22cm程を測る柱穴状の士城である。

埋土は、灰色砂質土である。出土した遺物は灰釉系陶器碗・小皿（第71図252・ 253)のみで、遺構は

12世紀末～13世紀初頭のものであろう 。

W-17区SK-90（第60図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.75mX短径0.65m、断面が浅い播鉢状で深さは20cm程を測る。埋

土は、暗灰色砂質士である。出土した遺物には須恵器杯類・甕、土師器手捏ね・甕など（第71図

254 ・ 255)があり、遺構は 8~9世紀のものであろう。

W-18区SK-8 （第 8図）

平面形は円形で、規模は径0.2m、深さ18cm程を測る柱穴状の士城である。埋土は、灰色砂質土で

ある。出士した遺物は士師器鍋片と煙管（第71図256) のみで、遺構は近世のものであろう。



X-12区SK-6 （第61図）

平面形は不整な長方形で、規模は縦3.2m、横2.2m、底面は広く平坦で深さは10cm程を測る。埋土

は、礫混じりの灰色砂質士である。出土した遺物には灰釉系陶器碗、陶器揺鉢・甕、土師器鍋片・小

皿など（第71図257・ 258)があり、遺構は16世紀代のものであろう。

X-13区SK-9 （第61図）

X -12区SK-6とよく似た形態で、平面形は不整な長方形となる。規模は縦3.lm、横2.0m、底

面は広く平坦で深さは30cm程を測る。南側では、 X-13区SK-90を壊している。埋土は、円礫混じ

りの暗灰色砂質土である。出土した遺物には陶器播鉢・甕、上師器半球形鍋・小皿など（第71図259

~262)があり、遺構は16世紀後半のものであろう。

X-13区SK-90（第61図）

X -12区SK-6やX-13区SK-9とよく似た形態と考えられ、西側は SD-55に壊されてい

る。規模は縦7.lm、横2.9m以上、底面は広く平坦で深さは20~30cmを測る。埋土は、灰色砂質土で

ある。出土した遺物には陶器碗．揺鉢、土師器 くの字形鍋・半球形鍋・皿など（第71図265~269)が

あり、遺構は16世紀後半のものであろう。

X-13区SK-21 （第 8図）

X -13区SK-90を掘り込むように径0.5m程の範囲で大甕が出土している。埋士は、灰色砂質土

である。出士した遺物は陶器大甕（第71図264) のみで、遺構は16世紀後半のものであろう。

X-13区SK-20（第61図）

平面形は隅丸長方形で、規模は縦0.75mX横0.6m、底面は深さ 7cm程の浅い平坦な部分と、そこか

ら更に15cm程下がった部分があり、低い部分からは須恵器が完全な形で出土している。埋土は、黒灰

色砂質土である。出土した遺物は須恵器盆（第71図263) と土師器甕片のみで、遺構は 7世紀前半の

ものであろう。

X-14区SK-243（第 9図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.55mX短径0.4m、深さ25cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、

暗灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗片、土師器鍋片、硯など（第71図270)があり、

遺構は近世のものであろう。

Y-11区SK-55（第60図）

土城としたが井戸の可能性が高い。平面形は円形で、規模は径0.8~0.85m、深さは82cm以上を測る。

埋土は、暗茶褐色砂質土である。出土した遺物には陶器碗．揺鉢．甕、磁器碗、土師器半球形鍋・小
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皿など（第71図271~273)があり、遺構は19世紀前半のものであろう。

Y-12区SK-40（第60図）

平面形は細長い溝状で、規模は長さ3.0m、幅最大0.75m、底面は北側に深さ 3~ 5 cm程のやや浅い

部分があるが、これ以外は比較的広く平坦で深さは15cm程を測る。中央付近では、弥生土器が土城の

肩に接した状態で出士している。埋土は、暗灰色砂質土である。出上した遺物は完形品に近い弥生土

器壺（第72図274) と甕片のみで、遺構は弥生時代中期後葉のものであろう。

Y-12区SK-43（第61図）

平面形は円形で、規模は径1.4m、深さ28cm程を測り、底面は広く平坦となる。なお、本来の墜面

は内傾していた。埋上は、黒灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗・小皿、士師器伊勢

型鍋．皿など（第72図275~277)があり、遺構は13世紀代のものであろう。

Z-12区SK-3 （第61図）

Y -12区SK-43と同様な形態で、壁面は内傾していた。平面形は径1.4m程の円が二つ重複した

形で、深さは浅い方で28cm程、深い方で35cm程をそれぞれ測る。底面は広く平坦となる。埋土は、黒

灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗・小皿・甕、土師器鍋片など（第72図302・ 303) 

があり、遺構は13世紀半ばのものであろう 。

Z-12区SK-128（第61図）

Y-12区SK-43などと同様な形態で、壁面は内傾していた。平面形は円形と推測され、規模は径

1.8m、深さ29cm程を測り、底面は広く平坦となる。埋士は、暗灰色砂質土である。出土遺物には灰

釉系陶器碗．甕、土師器伊勢型鍋・小皿など（第73図309~311)があり、遺構は13世紀半ばであろう 。

Z-13区SK-135（第61図）

Y-12区SK-43などと同様な形態で、壁面は内傾していた。平面形は不整な楕円形で、規模は長

径1.3mX短径0.9m、深さ13cm程を測り、底面は広く平坦となる。埋土は、黒灰色砂質土である。出

士した遺物には灰釉系陶器碗・片口鉢、士師器伊勢型鍋・小皿など（第73図324-326) があり、遺構

は13世紀後半のものであろう 。

Z-13区SK-138（第61図）

Y-12区SK-43などと同様な形態で、壁面は内傾していた。平面形は不整な楕円形で、規模は長

径1.8mX短径1.4m、深さ20cm程を測り、底面は広く平坦となる。埋土は、黒灰色砂質土である。出

士 した遺物には灰釉系陶器碗や士師器小皿の破片があり、遺構は13世紀代であろう 。また、混入と考

えられる須恵器高杯・壺．甕、士師器甕など（第73図327~329) も出土している。
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Y-13区SK-118（第 9図）

平面形は不整な菱形で、規模は長さ3.3m、幅2.5m、断面は舟底状で深さは35cm程を測る。埋土は、

暗灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗、陶器皿、土師器鍋・小皿など（第72図278・ 

279)かあり、遺構は16世紀後半のものであろう。

Y-13区SK-191 （第 9図）

Y-12区SK-43やZ-13区SK-138などと同様な形態と考えられる。平面形は不整な楕円形で、

規模は長径1.2mX短径0.8m程、深さ15cm程を測り、底面は広く平坦となる。埋士は、灰色砂質土で

ある。出土した遺物には土師器鍋・小皿などや、混入と考えられる須恵器、製塩土器など（第72図

280 ・ 281)があり、遺構は中懺～近世のものであろう。

Y-14区SK-120（第 9・ 10 ・ 22図）

平面形は不整な長方形で、規模は縦5.lm、横4.3~5.5mで、底面は中央に向かって緩やかに低くな

るもので、最も深い部分で22cm程を測る。この土堀は SB-38の南側にほぼ収まるように位置して

いるため、これに関連している可能性が高い。埋土は、暗灰色砂質士である。出土した遺物には灰釉

系陶器碗、陶器碗．皿•徳利・播鉢・甕、土師器くの字形鍋・半球形鍋・小皿、銭貨など（第72図

282~286)があり、遺構は18世紀前半のものであろう。

Y-15区SK-14（第 9図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.6mX短径0.4m、底面は比較的平坦で深さは26cm程を測る。なお、

東側では柱穴状の土城を壊している。埋土は、暗灰色砂質土である。出士した遺物には土師器高杯・

台付甕など（第72図287・ 288)があり、遺構は古墳時代中期前半のものであろう。

Y-15区SK-68（第61図）

平面形は隅丸方形に近いものと推測されるが、南側は調査区外となるためはっきりしない。規模は

一辺2.3m程で、断面は揺鉢状で深さは127cmを測る。埋土は、淡茶褐色砂質土である。出土した遺物

には灰釉系陶器碗、陶器碗・皿・播鉢．甕、磁器碗、土師器くの字形鍋・半球形鍋・小皿など（第72

図289~292)があり、遺構は18世紀後半～19世紀前半のものであろう。

Y-15区SK-155（第 9図）

平面形は円形で、規模は径0.4m、深さ35cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、灰色砂質土で

ある。出土遺物は古瀬戸仏花瓶（第72図293) と土師器小皿のみで、遺構は13世紀後半であろう。

Z-9区SK-46（第61図）

平面形は円形で、規模は径0.4m、深さ42cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は暗灰色砂質土で、

中央にはやや浮いたような状態で灰釉系陶器が出士している。出士した遺物には灰釉系陶器壺、土師



器小片など（第72図294・ 295)があり、遺構は12世紀後半のものであろう 。

Z-11区SK-8 （第 7図）

平面形は円形で、規模は径0.4m、深さ40cm程を測る柱穴状の土城である。埋土は、暗灰色砂質土

である。出土した遺物には灰釉系陶器碗、陶器皿、土師器半球形鍋．皿など（第72図296・ 297)があ

り、遺構は16世紀代のものであろう。

Z-11区SK-11 （第54・ 61図）

崖を削るようにしており、平面形は長楕円形と推測されるが、南側は SD-45に壊されているた

めはっきりしない。規模は長径4.lmX短径1.4m以上、底面は比較的平坦で深さは40cm程を測る。土

師器小皿が比較的まとまって出土している。埋土は、灰色砂質土である。出土した遺物は陶器片と土

師器小皿（第72図298~301) のみで、遺構は16~17世紀のものであろう。

Z-12区SK-94（第62図）

Y -12区SK-43などと同様な形態で、壁面は内傾していた。平面形は円形で、規模は径1.3m、

深さ14~18cm程を測り、底面は広く平坦となる。埋土は、暗茶灰色砂質土である。出土遺物には灰釉

系陶器碗・小皿・甕、土師器片など（第73図304~307)があり、遺構は13世紀後半のものであろう 。

Z-12区SK-95（第62図）

平面形は円形で、規模は径0.4~0.45m、深さ22cm程を測る柱穴状の上城である。埋土は、暗灰色砂

質土である。出土遺物は須恵器横瓶（第73図308) と士師器甕片で、遺構は 7~8世紀であろう。

Z-13区SK-14（第 9図）

Z -12区SK-94などと同様な形態と考えられるが、南側は他の土城に壊されている。平面形は円

形で、規模は径l.0m、深さ25cm程を測り、底面は広く平坦となる。埋土は、暗灰色砂質士である。

出土した遺物には灰釉系陶器碗・小皿・壺、 土師器片など（第73図312~314)があり、遺構は13世紀

半ばのものであろう 。

Z-13区SK-71 （第62図）

Z -12区SK-94などと同様な形態と考えられ、 SB-21・22を壊している。平面形は楕円形

で、規模は長径1.5mX短径1.2m、深さ15~25cm程を測り、底面は広く平坦となる。埋土は、暗茶灰

色砂質土である。出土した遺物には灰釉系陶器碗．甕、土師器伊勢型鍋など（第73図315~318)があ

り、遺構は13世紀後半のものであろう 。

Z-13区SK-87（第 9図）

平面形は楕円形と考えられるが、他の士城との重複が著しくはっきりしない。規模は長径2.5m以
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上 x短径2.lm以上、深さ21~27cm程を測り、底面は広く平坦となる。規模はやや大きいが、円形や

楕円形で底面が広く平坦な Z-13区SK-71などの土城と類似する。埋土は、暗灰色砂質土である。

出土した遺物には須恵器片、灰釉系陶器碗・小皿、土師器伊勢型鍋・小皿など（第73図319~321)が

あり、遺構は13世紀後半のものであろう。

Z-13区SK-128（第 9図）

Z -13区sk-71などと同様な形態と考えられるが、南西側は他の土城と重複しているためはっき

りしない。平面形は楕円形と推測され、規模は長径1.8mX短径1.5m以上、深さ 8~12cm程を測り、

底面は広く平坦となる。埋土は、暗灰色砂質土である。出士した遺物には灰釉系陶器碗．壺、土師器

鍋・小皿片など（第73図322・ 323)があり、遺構は13世紀後半のものであろう。

Z-14区sk-100 （第62図）

平面形は不整な長方形になり、南西隅で繋がる溝状遺構とは一連のものであろう。規模は東西4.3

mx南北5.0m程と大きく、底面は緩やかな傾斜で南西に向かって低くなる。深さは中央付近で39cm

程、最も深い南西付近では46cm程を測る。埋土は、灰色砂質士である。出土した遺物には灰釉系陶器

碗．鉢、陶器碗・卸皿・深皿・甕、土師器伊勢型鍋・羽釜形鍋・ 1ill片など（第73図330~337)があり、

遺構は14世紀前半～中葉のものであろう。

Z-15区sk-43 （第 9図）

平面形は不整な長方形になると推測されるがSE-04やSD-54などとの重複が著しい。規模

は東西5.QmX南北6.3m以上と大きく、底面は南側で比較的広く平坦となり深さは30cm程を測る。ま

た北側の底面は南側より 25cm程高くなり、東西あるいは南北に並ぶように径50~80cm、深さ30~40cm

程の断面播鉢状の連続する穴が見られる。ここには、甕が据えられていた可能性が考えられる。埋土

は、灰色砂質土である。南側の平坦部から出土した遺物には陶丸、陶器片ロ・ 1lil．擢鉢、磁器碗、土

師器くの字形鍋、瓦片など（第73図338~342)があり、遺構は19世紀前半のものであろう。

AA-9区SK-32（第62図）

平面形は不整な長方形になり、 SD-07とは繋がっているようである。また、 SD-04には壊

されている。規模は東西3.4mX南北2.8m程と大きく、底面は緩やかな傾斜で中心に向かって低くな

っている。深さは中央付近で20cm程を測る。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には灰釉陶

器碗、灰釉系陶器碗・小皿・甕、陶器碗・壺．甕、土師器伊勢型鍋片など（第74図343~345)がある

が、多くは混入品と考えられる。陶器片からではあるが、遺構は18世紀代のものであろう。

AA-10区SK-19（第62図）

平面形は不整な楕円形と考えられるが、 SD-61や他の土城との重複が著しくはっきりしない。

規模は長径4.5m以上 X短径3.5m以上、底面は多少の凹凸があり深さ20~40cm程を測る。埋土は、暗
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灰色砂質土である。出士した遺物には灰釉系陶器碗・小皿・甕、士師器小皿など（第74図346-351)

があり、遺構は12世紀後半のものであろう 。

AA-12区SK-3 （第 7図）

平面形は不整な長方形で、内部には別の方形土城が掘り込まれている。規模は東西4.6mX南北3.1

m程で、底面は広く平坦であるが南東側が浅く北西側が深い。深さは南東側で 7~10cm、北西側で20

cm程を測る。埋土は、灰色砂質土である。出土した遺物には青磁碗、陶器播鉢．甕、 土師器茶釜形

鍋・半球形鍋・小皿片など（第74図356・ 357)があり、遺構は16枇紀代のものであろう 。

AA-12区SK-44（第62図）

平面形は楕円形で、規模は長径3.QmX短径2.3m、断面は播鉢状で深さは95cm程を測る。埋土は、

礫混じりの暗灰色砂質士である。出土遺物には灰釉系陶器碗．甕、陶器碗・播鉢・甕、磁器碗、土師

器 くの字形鍋・半球形鍋・小皿など（第74図358~362)があり、遺構は16~17世紀であろう。

AA-12区SK-72（第 9図）

平面形は不整な楕円形と考えられるが、隣接する土城AA-12区 SK-44に一部を壊されている 。

規模は長径1.5m以上 X短径1.3m、底面は比較的平坦で深さ20cm程を測る。埋土は、暗灰色砂質士で

ある。出土した遺物には土師器甕片があり、遺構は古墳時代のものであろう。また、混入と考えられ

る弥生中期前葉の壺の破片（第74図363)が出土している。

AA-13区SK-22（第 9図）

平面形は楕円形で、規模は長径0.8mX短径0.5m、深さ24cm程を測る柱穴状の士城である。埋士は、

暗灰色砂質土である。出土した遺物は上錘（第74図364) と土師器小片のみで、遺構の時期ははっき

りしないが、中世のものであろう 。

AA-13区SK-61 （第62図）

平面形は不整な長方形で、 SD-49に一部を壊されている。規模は縦1.2m、横l.lm、底面は比

較的平坦で深さ49cm程を測る。埋土は、灰色砂質士である。出士遺物には須恵器片、灰釉系陶器碗、

陶器碗、土師器伊勢型鍋・小皿など（第74図365)があり、遺構は14世紀後半のものであろう 。

AA-13区SK-98（第62図）

平面形は不整な方形で、周囲や内部は他の土城とかなり 重複している。規模は一辺2.6m程で、底

面は平坦で深さ 6~ 7 cm程を測る。また南西隅付近には壁溝状の輻20~30cm、深さ 3~4cmの溝が巡

るため、竪穴住居に似た形態となる。埋土は、暗灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器碗．

杯・甕、土師器壺．甕、製塩士器など（第74図366~371)があり、遺構は 7世紀後半のものであろう 。



AA-13区SK-143（第 9図）

平面形は不整な楕円形で、規模は長径1.4mX短径l.lm、底面は比較的平坦で深さ23cm程を測る。

埋土は、灰色砂質土である。出土した遺物には須恵器碗．壺・甕、士師器甕、製塩土器など（第74図

372~374)があり、遺構は 9世紀前半のものであろう。

AB-11区SK-37（第 9図）

平面形は長方形に近く、 AB-11区を中心に厚 く堆積した黒灰色土層下で検出された。規模は縦2.1

m、横0.7m、底面は広く平坦で深さ 7~ 8cm程を測る。埋土は、地山土混じりの黒灰色砂質土であ

る。出土遺物は弥生土器高坪（第74図380) と甕片のみで、遺構は弥生時代中期後葉のものであろう。

3. ±城他出士の遺物（第63~74図、第 4表）

方形周溝墓

S Z-0 1 AB-11区SK-25 (375~377) + AA -11区SK-5 (378 ・ 379) 

375~379は弥生土器である。 375は細頸壺で、体部は下膨れの不整形である。底部は小さく、外面

には木葉痕が見られる。口縁部は緩やかに外反し、端部は受け口状となる。口縁部ヨコナデ、体部外

面には櫛描横線文、底部近くはヘラミガキ。 376は壺あるいは大鉢の底部片と考えられ、底部は平底

で体部は大きく外上方に開く。外面には二枚貝による条痕、内面はケズリ状の調整、底部はナデであ

る。 377は台付甕の脚部片で、体部との接続部は長く筒状で脚は「ハ」の字状に開 く。調整はいずれ

もナデである。 378・ 379は壺の体部片と考えられ、 378には櫛描文、 379は貝による刺突などの文様が

刻まれる。 376・ 379は弥生中期中葉で混入、これ以外は弥生中期後葉のものであろう（注 1)。

S Z-0 2 V-18区SK-23 (203) 

203は弥生土器広口壺で、体部はやや下膨れとなる。頸部は大きく屈曲し、口縁端部は肥厚して僅

かに垂下した面となる。口縁部はナデ、肩部には櫛描による横線文や波状文、円形浮文が施される。

それ以下の体部外面は摩滅のためはっきりしない。体部内面はナデ・指押さえ。弥生時代後期前半の

ものであろう。

地下式坑

V-9区SK-67 (1 ・ 2) 

1は古瀕戸瓶子で、締腰型と呼ばれるものである。底部外面ヘラケズリ後ナデ、これ以外は回転ナ

デによる調整で、外面には灰釉が掛かる。 13世紀代のものであろう。 2は灰釉陶器碗で、高台は細く

高いものが付く。底部外面糸切り未調整、これ以外は回転ナデによる調整で、灰釉は見られない。

0-53~H-72窯式に併行すると考えられ、 10世紀代のものであろう。

Z-10区SK-20 (3) 
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3は灰釉系陶器碗で、高台は低く偏平となる。底部は平坦で、口縁部は内弯気味に立ち上がり端部

はそのまま丸く収める。底部外面糸切り後ナデ、これ以外は回転ナデによる調整。 13世紀後半のもの

であろう。

U-12区SK-8 (4 ~10) 

4は古漉戸天目茶碗で、口縁端部近くは僅かに屈曲し端部はやや尖り気味となる。内外面に鉄釉が

掛かる。 5は同縁釉小皿で、口縁部は緩やかに立ち上がり端部は丸く収める。 4・ 5は古瀬戸後期、

15世紀後半のものであろう 。 6は灰釉系陶器甕で、肩部にはヘラ描きによる横位の沈線や緩やかに縦

に蛇行する沈線が見られる。外面には灰釉がハケ塗りされ、内面はナデ・指押さえで粘土紐の接合痕

が顕著である。13~14世紀のものであろう 。

7 ~10は土師器である。7・ 8は皿で、口縁部は強いヨコナデによって外反気味となる。内面ナデ、

外面ナデ・指押さえによる調整。 9・ 10はくの字形鍋で、体部は多少丸味があり頸部は比較的屈曲す

る。口縁端部は上方に摘み上げるようになる。口縁部ヨコナデ、体部内面ナデ・板ナデ、外面ハケメ

で下半はヘラケズリが施される。いずれも外面に煤が付着 している。これら土師器は、 15世紀末～16

世紀初頭のものであろう。

V-12区SK -7 (11 ~22) 

11は灰釉系陶器碗で、高台は断面三角形に近い。口縁部は内弯気味に立ち上がり、外面には灰釉が

掛かる。 12世紀後半のものであろう。

12~15は陶器である。 12は天目茶碗で、口縁端部近くは小さく厠曲する。内外面は鉄釉で、高台付

近は色の薄い錆釉が掛かる。13・ 14は播鉢で、 13は端部が上下に肥厚し面となる。14は口縁部が直線

的で、端部はやや厚くなり外方に摘んでいる。15は常滑窯産壺で、体部は直線的に立ち上がる。内外

面に板ナデによる調整が見られる。これらは、 16世紀後半のものであろう。

16~22は土師器である。16・ 17は小皿で、 16は口縁部が緩やかに立ち上がり、 17は平坦な底部から

急に立ち上がる。調整はいずれも内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。 17は口縁端部に煤が付着しており、

灯明皿としての使用が考えられる。 18は皿で、口縁端部をヨコナデし内傾した面となる。内面ナデ、

外面ナデ・指押さえ。19~21は半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は内傾した面となる。口縁

端部ヨコナデ、内面ナデ・板ナデ、外面ナデ・指押さえで、下半にはヘラケズリが施される。 22は内

弯形鍋で、口縁部は垂直気味に伸び端部は面となる。口縁部ヨコナデ、体部内面板ナデ、外面ナデ・

指押さえによる調整で、頸部にはヘラ描きによる沈線が見られる。19~22の鍋は、いずれも外面に煤

が付着している。これら土師器は、 16世紀後半のものであろう 。

V-12区SK - 1 (23~28) 

23~25は陶器である。23は丸碗で、口縁部は直線的に伸び端部は丸く収める。高台付近を除いて内

外面に灰釉が掛かる。 17枇紀末～18世紀前半のものであろう 。24・ 25は常滑窯産甕で、口縁端部は外

側に折り返して面となる。これらは、 16世紀前半のものであろう。
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26は土師器内弯形鍋で、口縁部は垂直気味に伸び端部は面となる。口縁部ヨコナデ、体部内面板ナ

デ、外面ナデ・指押さえによる調整で、頸部にはヘラ描きによる沈線が見られる。外面に煤が付着す

る。 27は瓦質土器鍋で、口縁部はやや開き気味に伸び端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナ

デ、外面はナデ・指押さえでヘラ描きによる沈線が巡る。28は土師器半球形鍋鍋で、口縁部は内弯気

味に伸び端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外面はナデ・指押さえで煤は見られない。

26 ・ 28は16世紀代のもので、 27については17世紀以降の新しいものであろう。

W-12区SK -28 (29~38) 

29~31は陶器である。 29は碗で、口縁部は内弯気味に伸び端部は細くなる。内外面に灰釉が掛かる。

30は筒形香炉で、底部は平坦で口縁部は垂直に伸びる。内外面回転ナデによる調整で、底部付近を除

いて鉄釉（飴釉）が掛かる。 31は常滑窯産浅鉢と考えられ、士師質に近い焼成で、外面にば煤が付き火

を受けたようである。口縁部は直線的に開き、端部は外傾した丸味を持った面となる。口縁端部ヨコ

ナデ、これ以外はナデである。これらは、 18世紀代のものであろう 。

32~38は土師器小皿である。口縁部は緩やかに立ち上がり、端部は丸 く収める。内面ナデ、外面ナ

デ・指押さえによる調整。このうち、 33の内面にば煤が付着している。これらは、 16世紀代の可能性

もあるがはっきりしない。

X-12区SK -20 (46~48) 

46は灰釉系陶器甕の口縁部片と考えられ、口縁部は大きく外反し端部は外方に摘んでいる。調整は

ョコナデである。12~13世紀のものであろう 。47は士師器小皿で、口縁部は僅かに立ち上がる。内面

ナデ、外面ナデ・指押さえ。 48は同碗と考えられ、口縁部は内弯気味に立ち上がる。摩滅のため調整

ははっきりしないが、内外面ナデと考えられる。これら土師器の時期ははっきりしない。

X-11区SK -37 (39~45) 

39は灰釉系陶器碗で、高台は丸味を帯びた三角形で口縁部は内弯気味に立ち上がる。 13世紀代のも

のであろう。 40は陶器壺片と考えられ、底部は平坦で体部は垂直気味に立ち上がる。底部付近は回転

ヘラケズリで、これ以外は回転ナデによる調整。外面には鉄釉が掛かる。 41は磁器皿で、高台は面を

持って削り出している。 40は17世紀代、 41は18世紀後半以降のものであろう 。

42~45は土師器である。 42は小皿で、口縁部は緩やかに立ち上がる。内面はナデ、外面はナデ・指

押さえで、墨書 「小口口」が底部に見られる。 43~45は半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は

内傾した面となる。口縁端部ヨコナデ、内面ナデ・板ナデ、外面ナデ・指押さえ。いずれも外面には

煤が付着している。これら土師器は、 16~17世紀のものであろう。

X-11区SK -56 (54~58) 

54は陶器天目茶碗で、口縁部は外方に開き端部を小さく屈曲させる。高台部削り出し。内外面に鉄

釉が掛かり、高台付近は露胎となる。 16世紀後半のものであろう。 55は白磁端反皿で、口縁端部は外
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反気味となる。

56~58は土師器である。56は小皿で、底部は広く平坦で口縁部は高く立ち上がる。内面ナデ、外面

はナデ・指押さえ。57・ 58は半球形鍋で、全体的に丸味を帯びた形態となる。口縁部は内弯気味に伸

び、端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外面はナデ・指押さえで下半にはヘラケズ リ

が施される。またいずれも外面に煤が付着している。57・ 58は、 16世紀後半のものであろう 。

x-12区SK -4 (49~53) 

49は陶器壺片と考えられ、底部は平坦で体部は垂直気味に立ち上がる。底部付近は回転ヘラケズリ

で、これ以外は回転ナデによる調整。外面には鉄釉が掛かる。50は常滑窯産甕で、焼成は赤 く焼けて

いる。口縁部は折り返して、端部は平坦な面となる。これらは、 17世紀代のものであろう 。

51~53は土師器である。51は内弯形鍋で、口縁部は垂直気味に伸び端部は面となる。口縁部ヨコナ

デ、体部内外面ナデで、頸部にはヘラ描きによる沈線が施される。52は半球形鍋で、口縁部は内弯気

味で端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。53は茶釜形鍋で、体部は

丸味を帯び、最大径付近に短い鍔が付く 。鍔部はヨコナデ、体部内面板ナデ、外面は上半にハケメ、

下半はナデで、この部分にば煤が付着している。これらは、 16世紀代のものであろう 。

x-12区SK-10 (59~61) 

59~61は土師器である。59は1II1で、口縁部は緩やかに立ち上がる。口縁部は強いヨコナデ、内面ナ

デ、外面ナデ・指押さえによる調整。60は小皿で、口縁部は小さく立ち上がる。内面ナデ、外面ナ

デ・指押さえ。61はくの字形鍋で、頸部は比較的屈曲し端部は上方へ摘み上げたようになる。口縁部

ョコナデ、体部内面板ナデ、外面ハケメ 。16世紀代のものであろう 。

Y-11区SK -13 (65~73) / Y -11区SK -11 (62~64) 

Y-11区sk-llは地下式坑Y-11区SK-13の竪坑で、 62~64は竪坑流入士からの出土である。

62は灰釉系陶器碗で、高台は低く偏平となる。13世紀代のものであろう 。63は常滑窯産広口壺で、ロ

縁端部は折り返して玉縁状となる。内外面回転ナデによる調整。15世紀前半のものであろう 。64は土

師器小皿で、口縁部は小さく立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。

65~68は陶器である。65は鉢で、体部は緩やかに立ち上がる。高台部は削り出しで、内外面には灰

釉が掛かる。17世紀代のものであろう 。66は卸 目付大皿で、口縁部は直線的に伸び端部は内側に摘み

出して面をなす。内面には卸目、口縁部には灰釉が掛かる。古瀬戸後期であろう 。67は常滑窯産片口

鉢で、口縁部は直線的に開く 。端部は外傾し、更に下方に広げた面となる。15世紀代のものであろう 。

68は播鉢で、口縁部は僅かに屈曲し端部は摘み上げたようになる。16世紀前半のものであろう 。

69~73は土師器である。69は小皿で、口縁部は内弯気味に立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押

さえ。70は皿で、口縁部は緩やかに立ち上がる。口縁部は強いヨコナデ、内面ナデ、外面ナデ・指押

さえ。71・ 72はくの字形鍋である。71は頸部の屈曲はやや緩やかで、体部はやや下膨れとなる。72は

頸部が大き く屈曲し、球形に近い体部となる。いずれも調整は口縁部ヨコナデ、体部内面板ナデ、外



第 6章土壊

ぐ /
 

、---
女--—

¥)  ¥-ノー
＼ヘ- r 

＼ノ

(‘  

ク一‘ ‘/--̀̀ 

＇―-ノ

— ——--
ロニ--
／ 

ロー一1--
＼＼ 

□一ニ
54-58: X-11区SK-56 

59-61: X-12区SK-10 

62-64: Y-11区SK-11 

65-73: Y-11区SK-13 

/---/ / •ヘ

＜ヽしノ-) （ J -
(-

- r、-
へ 、一
＼ ノ

’‘ 
r ¥J  

---. ~ -l 

/ ミご
、ーミ--～ 

～こ‘‘

~ 56 

＿ 

ロ、こ 『 ／
60 

r¥ 
—·/ 

() 
rノ

57 

r
、ノ

（
 

亨言I
61 

三--
二

口63

こ＝＝に二亨
62 

一ロー―-
69 

文ここ［己

□ 
ロニ//-口

66 

゜
15cm 

．
 

＼

／夕
7

□-―-[！-
ーー＿]二

三
[
[
[
／
(

I;/ ／ノ）

””/ 
- --べ｀／ し ノ

八 一 - 土 )-----I 

/¥ ＼ （＼ ~ ＼＼］ -／〈¥\\> |--

- -

I--
------ -

一
------

第65図 出土遺物実測図ー31 (1 / 3) 

161 



第6章 土壊

162 

面ハケメで、 72の外面下半はヘラケズリ 。また、外面には煤が付着する。73は羽釜で、体部から口縁

部は内弯気味に伸び、端部は内傾した面となる。口縁部の長さに比べて鍔部は短く、端部は面となる。

口縁部から鍔部にかけてはヨコナデ、これ以外はナデ・板ナデ。外面にば煤が付着している。 71は16

世紀後半、 72・ 73は16世紀前半のものであろう 。

Y-11区SK-66 (74~78) 

74 ・ 75は灰釉系陶器碗で、 74の高台は高くしっかりとし、 75はやや低くなる。底部外面糸切り未調

整、これ以外は回転ナデによる調整。12~13世紀のものであろう 。76は陶器黄瀬戸鉢で、高台部は削

り出し。 16世紀末葉のものであろう。 77は磁器碗で、口縁部は直線的に伸びる。外面には紺色の釉が

掛かる。近代のものであろう 。78は常滑窯産浅鉢と考えられ、土師質に近い焼成で内外面にば煤が付

き火を受けている。口縁部は直線的に開き、端部は外傾した丸味を持った面となる。口縁端部ヨコナ

デ、これ以外はナデである。18世紀代のものであろう 。

2-11区SK -29 (79 ・ 80) 

79は土師器小皿で、口縁部は緩やかに立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。80は同皿で、

底部はやや広く口縁部は小さく立ち上がる。口縁部はヨコナデにより端部に面を作る。これらは、 16

世紀を前後する時期のものであろう 。

X-13区SK -135 (81 ~95) 

81~83は陶器である。 81は双耳小壺蓋で、頂部に小さな摘みが付く 。底部は糸切り痕が残り、これ

以外は回転ナデ。外面には鉄釉が掛かり、内面には錆釉で、古瀬戸後期のものであろう 。82は常滑窯

産広口壺で、口縁端部は折り返して宝縁状となる。肩部はなで肩で、外面にはヘラ描きによる「十」

の記号が見られる。83は同広口壺で、体部はやや丸味を持ち口縁部は垂直気味となる。端部は外側に

折返し広い面となる。体部外面ナデ・板ナデ、内面板ナデ・ナデ・ヨコナデである。これらは、いず

れも 15世紀後半のものであろう 。84は灰釉系陶器甕で、口縁部は大きく外反し、端部はやや細くなり

丸く収める。内外面に灰釉が掛かる。口縁部ヨコナデ、体部内面板ナデ、外面には板ナデの痕跡と思

われるものが残る。13世紀代のものであろう 。

85~94は士師器である。85~90は小皿で、口縁部は小さく立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押

さえ。 90の外面には煤が付着している。 91~93は皿で、底部は比較的広く口縁部は緩やかに立ち上が

る。端部近くを強くヨコナデするため端部は外反気味となる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。92の

外面にば煤が付着している。94はくの字形鍋で、頸部は比較的屈曲し端部は上方へ摘むようになる。

口縁部ヨコナデ、体部内面板ナデ、外面ハケメ 。これら土師器は、 16世紀前半のものであろう。 95は

銭貨で、北宋銭「元祐通賓」である。

火葬墓

U-16区SK -44 (96 ・ 97) 
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96 ・ 97は士師器小皿で、底部はやや広く口縁部は小さく立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さ

ぇ。これらは、 15~16世紀のものであろう。

AA-11区SK -23 (352~355) 

352~355は土師器である。 352・ 353は皿で、底部は比較的広く平坦で口縁部は外方に大きく開いて

いる。口縁部ヨコナデ、内面ナデ、外面ナデ・指押さえで、粘土紐の接合痕が目立つ。 354・ 355は小

皿で、底部は比較的広く口縁部はしっかりと立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえによる調整

であるが、 355は口縁部をヨコナデしている。これらは、 15世紀末～16世紀初頭のものであろう。

その他土塙

T-13区SK-70 (98~100) 

98~100は土師器である。 98・ 99は小型壺で、底部はやや平底で、体部は丸味を持ち頸部は明瞭に

屈折する。口縁部ヨコナデ、体部内外面ナデ・指押さえ。 100は高杯杯部で、口縁は直線的に伸び端

部は丸く収める。調整はヨコナデと考えられるが、摩滅が著しい。これらは、古墳時代中期後葉の松

河戸 1I式期に併行するものであろう。

T-14区SK-73 (101) 

101は木葉形の尖頭器と考えられ、粗い剥離を行った後に周囲に細かい調整を加えている。石質は

灰色のチャート。縄文時代草創期のものであろう。

U-10区SK -167 (102 ・ 103) 

102は古瀬戸合子蓋で、底部に糸切り痕が残りこれ以外は回転ナデによる調整。外面には灰釉が掛

かる。古瀬戸中期のものであろう。 103は土師器碗で、底部は比較的広く口縁部はやや高く立ち上が

る。口縁部から内面ヨコナデ、外面ナデ。 102に伴う時期のものであろう。

U-11区SK-16 (104) 

104は士師器伊勢型鍋で、体部はやや偏平となる。口縁部は大きく外反し、端部は内側に薄く幅広

に折り返す。口縁部はヨコナデ、頸部は指押さえが顕著である。内面板ナデ・ナデ、外面ハケメで下

半はヘラケズリ。 14世紀前半のものであろう。

U-13区SK -162 (105) 

105は土師器小型壺であるが、手捏ねのように成形されている。底部は平坦で、口縁部は垂直気味

に立ち上がる。口縁端部は細く、小さく屈曲する。底部外面ヘラケズリ、これ以外はナデ・指押さえ。

古墳時代中期のものであろう。

U-14区SK -197 (106) 



106は銅製の悴と考えられ、中央付近は細長く窪んでいるが、これ以外の文様は見られない。近世

のものであろう。

T ・ U-14区SK-55 (107~112) 

107~110は陶器である。 107は丸碗で、口縁部は直線的に伸びる。内外面に鉄釉が掛かる。 108は平

碗で、口縁部は内弯気味に立ち上がり端部は丸く収める。回転ナデによる調整で、内外面に緑釉が掛

かる。 109は揺鉢で、口縁端部は上下に広がり弯曲した面となる。内外面回転ナデによる調整。 110は

常滑窯産甕の底部片で、底部は平坦で外面は未調整。これらは、 16世紀後半のものであろう。

111は土師器くの字形鍋で、頸部は比較的屈曲し端部は上方へ摘むようになる。口縁部ヨコナデ、

体部内外面ナデで、外面には煤が付着している。112は同半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部

は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面ナデ・板ナデ、外面ナデで、外面にば煤が付着している。これ

らは、 16世紀後半のものであろう 。

U-15区SK -155 (113) 

113は土師器くの字形鍋で、体部はやや偏平で口縁部は比較的屈曲する。端部は鋭さを欠き、丸味

を帯びる。口縁部ヨコナデ、体部内面板ナデ、外面ナデ・板ナデで下半はヘラケズリ。外面には煤が

付着している。16世紀後半のものであろう 。

U-15・16区SK-71 (114~123) 

114~121は須恵器である。 114は有台杯で、底部は比較的平坦で口縁部は屈折して立ち上がる。底

部のやや内側に高台が付く。底部外面回転ヘラケズリ、これ以外は回転ナデによる調整。 115は碗で、

口縁部は内弯気味で端部近くは僅かに外反する。 116は杯で、口縁部は直線的に伸び端部は丸く収め

る。いずれも調整は内外面回転ナデ。 117~119は蓋で、口縁部はほとんど屈曲せず、端部は丸味を帯

び僅かに外側が面となるもの (117・ 118)や端部を摘んで明瞭な面となるもの (119)がある。天井部外

面回転ヘラケズリ、これ以外は回転ナデによる調整。 120・ 121は壺あるいは瓶類の口縁部片で、端部

は面となるもの (120)や摘み上げるもの(121)がある。内外面回転ナデによる調整。これらは、 7世紀

末～ 8世紀初頭のものであろう 。

122は土師器壺で、底部は明瞭に突出した小さな平底で、体部は緩やかに立ち上がる。内外面ナデ

による調整である。 123は同甕で、頸部は緩やかに屈曲し端部は内側に僅かに段となる。口縁部外面

には僅かにハケメが残り、内面はヨコナデである。こ れらは、須恵器に伴う時期のものであろう。

U-15区SK -89 (124~ 127) 

124~128は灰釉系陶器である。 124は碗で、高台は低く偏平で接地面には籾殻痕が付く 。口縁部は内

弯気味で、端部は丸く収める。底部外面糸切り、これ以外は回転ナデ。 125は小皿で、底部は比較的

広く平坦で口縁部は開き気味に小さく立ち上がる。底部外面糸切り、これ以外は回転ナデ。 126は壺

で、底部は平坦で体部は直線的に外上方へ伸びる。底部外面未調整、体部下半はヘラケズリ、これ以
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外は回転ナデによる調整。 127は甕で、口縁部は大きく外反すると考えられる。口縁部付近はヨコナ

デ、内面にはナデ・指押さえ痕が明瞭に残る。外面には灰釉（自然釉か）が厚く掛かる。これらは、

13世紀後半のものであろう 。

U-16区SK -53 (128~ 131) 

128~131は銭貨である。 128・ 129は「元豊通賓」（北宋）、 130は「開元通賓」（唐）、 131は「至和通

賓」（北宋）で、いずれも渡来銭である。

V-7区SK -9 (132 ・ 133) 

132は灰釉陶器碗で、高台は低い三日月状となる。底部外面は糸切り未調整、これ以外は回転ナデ

で、灰釉は見られない。 10世紀前半のものであろう。 133は須恵器広口壺で、底部は丸味を帯び体部

はやや偏平で肩部が少し張る。体部外面下半は平行タタキ後回転ナデ、内面下半はナデ、これ以外は

回転ナデで、肩部に沈線が巡る。外面には自然釉が掛かり、内面には円形に降灰の痕が残る。 9世紀

代のものであろう 。

V-9区SK-33 (134) 

134は陶丸で、ナデ・指押さえによる成形。灰釉系陶器に伴って出土することが多く、 12~14世紀

代のものであろう 。

V-10区SK -30 (135 ・ 136) 

135は土師器1IIlで、口縁部は緩やかに立ち上がる。口縁端部はヨコナデのためやや尖る。内面ナデ、

外面ナデ・指押さえ。口縁端部や内面に煤が付着しており、灯明皿として使用されたのであろう。

136は同半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外

面ナデ・指押さえで、煤が厚く付着している。これらは、 16~17世紀のものであろう。

V-10区SK-72 (137) 

137は古瀬戸卸皿で、口縁部は緩やかに立ち上がり端部は小さく屈曲して僅かに受け口状となる。

内外面回転ナデで、内面に卸日、口縁端部に灰釉が掛かる。 15世紀後半のものであろう 。

V-11区SK-37 (138~142) 

138は灰釉系陶器碗で、底部には低く偏平な高台が付く 。13世紀後半のものであろう。 139は土師器

清郷型鍋で、体部は垂直気味に伸び端部は断面三角形の鍔状となる。口縁端部ヨコナデ、これ以外は

ナデ・指押さえによる調整。11世紀代のものであろう 。140は同小皿で、底部は比較的広く口縁部は

小さく立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。 141は同半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び

端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外面ナデ・指押さえで、ヘラ描きによる沈線が巡

る。141は15~16世紀のものであろう 。142は平瓦で、凸面平行タタキ、凹面にはやや粗い布目痕、側
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面はヘラによる面取りが行われる。模骨痕は見られない。 奈良•平安時代のものであろうか。

V-12区SK -4 (143~ 149) 

143は灰釉系陶器碗で、底部には丸味のある断面三角形の高台が付 く。底部外面糸切り後ナデ、こ

れ以外は回転ナデによる調整。内面に自然釉が掛かる。12世紀後半～13世紀前半のものであろう 。

144は陶器播鉢で、底部は平坦で、口縁部は直線的に外上方へ伸びる。内面は使用による磨耗が著

しい。145・ 146は土師器小皿で、口縁部は小さく立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。 148

は瓦質の半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は面となる。 D縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外

面ナデ・指押さえで沈線が巡る。149は士師器くの字形鍋で、頸部の屈曲はやや緩やかである。端部

は丸味を帯びて上方に摘むようになる。口縁部ヨコナデ、体部外面ハケメ、内面は摩滅のため不明。

144~149は16世紀後半のものであろう 。

V-13区SK-119(150) 

150は陶器蓋であるが、釉が掛からず素焼きである。天井部は低 く端部は面となり、内側に返りが

付く 。摘みは楕円で、紐通し状の穴が開く 。天井部外面から端部外面はヘラケズリ後ナデ、これ以外

は回転ナデによる調整。また、 天井部には穿孔が見られる。18枇紀以降のものであろう 。

V-13区SK -140 (151 ・ 152) 

151は灰釉陶器碗で、底部にはやや丸味を帯びた四角く低い高台が付く。底部外面は糸切り未調整、

これ以外は回転ナデによる調整。 灰釉は見られない。152は土師器清郷型鍋で、口縁部は内傾気味に

伸び端部は断面三角形の鍔状となる。口縁端部ヨコナデ、これ以外はナデ・指押さえによる調整。こ

れらは、 11枇紀前半のものであろう。

V-14区SK -63 (153~ 158) 

153~157は須恵器である。153は有台杯で、口縁部は直線的に伸び端部はやや尖る。高台の形状は

不明。内外面回転ナデによる調整。154は碗で、口縁部は内弯気味に伸び端部は僅かに屈曲する。回

転ナデによる調整。155は杯蓋で、全体的に丸味を帯びるが、頂部はやや平坦となる。天井部外面の

1/4程が回転ヘラケズリ、これ以外は回転ナデによる調整。 156は高杯の脚部との接合部で、筒状

の脚部が付く 。内外面回転ナデによる調整。 157は瓶類で、口縁部は直線的に伸びる。端部は丸く収

め、外側やや下には沈線が巡る。内外面回転ナデによる調整。 これらは、 7世紀末葉のものであろう 。

158は土師器甕で、口縁部は外反気味に伸び端部は丸味を帯びる。内外面ヨコナデによる調整。須

恵器に伴う時期のものであろう 。

V-14区SK-77 (159~161) 

159 ・ 160は弥生土器甕で、口縁部は大きく外反し端部は丸く収める。159の外面には貝条痕、 160の

体部外面には櫛状工具による条痕が施される。内面はいずれもナデ。弥生時代中期の瓜郷式のもので
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あろう 。161は土師器羽釜の鍔部で、端部は上方に摘み外側には面となる。ョコナデによる調整。14

世紀以降のものと考えられるが混入であろう 。

V-14区SK -95 (162-165) 

162は陶器内耳鍋で、端部は受け口状に屈曲し上部に丸味のある面をなす。内外面は回転ナデで、

播鉢と同様の錆釉が掛かる。163は同揺鉢で、口縁部は外方に大き く開き端部は丸味の面をもって単

純に終わる。これらは、古瀬戸後期に位置付けられ、 15世紀後半のものであろう。

164は上師器小皿で、口縁部は緩やかに立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえによる調整。

165は同くの字形鍋で、イ本部は丸味を持ち頸部は比較的しつかり屈曲する。端部はやや肥厚し、外側

が少し窪みながら丸く収める。口縁部ヨコナデ、体部内面板ナデ、外面はハケメで下半はヘラケズリ 。

また、煤が外面に付着している。これら土師器は、 162・ 163に伴う時期のものであろう 。

V •W-13·14区 S K -167 (166~ 172) 

166は陶器天目茶碗で、口縁端部は小さく屈曲する。内外面に鉄釉が掛かる。 167は同水滴で、底部

は平坦で糸切り痕が残る。体部は下膨れで、口縁部は小さく立ち上がる。注口は上を向き、把手は小

さく折り返されているが穴は開いていない。内面及び底部付近を除いて鉄釉が掛かる。これらは古瀬

戸後期のものであろう 。

168 ・ 169は土師器小皿で、口縁部は小さく立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。170は同

くの字形鍋で、頸部は緩やかに屈曲し端部は上方に摘むように収める。口縁部ヨコナデ、体部内面板

ナデ、外面はハケメで煤が付着している。これらは、 166・ 167に伴う時期のものであろう 。

171は上師器壺で、肩部には櫛描横線文や波状文が施され、それ以下はヘラミガキ。内面はナデ。

172は同高杯で、脚部は「ハ」の字状に開 く。内外面ナデによる調整。これらは、古墳時代前期のも

のと考えられるが混入であろう 。

V-15区SK-58 (173) 

173は凝灰岩製の不明石製品で、径4.0cm、厚さ2.8cmのやや偏平となり表面はT寧に磨かれている。

中央付近はやや平坦で、その中心に径0.4cm、深さ1.5cmの穴が開けられている。時期は不明である。

V-15区SK-100 (174 ・ 175) 

174は陶器縁釉小皿で、口縁部の中位あたりが僅かに屈曲し口縁端部は丸 く収める。内外面は回転

ナデによる調整で、口縁端部に灰釉が掛かる。古瀬戸後期のものであろう 。

175は土師器くの字形鍋で、頸部はしっかりと屈曲し端部は肥厚して外側が少し面となる。口縁部

ョコナデ、体部内面板ナデ、外面ハケメ 。174に伴う時期のものであろう 。

V-15区SK-146 (176~ 178) 

176は須恵器高杯で、杯部はやや浅 く口縁部は緩やかに立ち上がる。端部近 くは屈曲して端部は丸



味のある内傾面となり、さらに内側は沈線状となる。底部外面は回転ヘラケズリ、これ以外は回転ナ

デによる調整。177は土師器甕で、外反しながら伸びた口縁部は端部近くでやや内側に曲がる。口縁

部ヨコナデで、外面にはタテハケが残る。178は同大型台付甕の脚部と考えられ、内弯気味に伸びた

脚部は端部を丸く収める。脚端部はヨコナデ、内外面ナデで、外面にはハケメが残る。これらは、 7 

世紀末葉のものであろう 。

V-15区SK-158 (179 ・ 180) 

179は灰釉系陶器小皿で、底部は狭く平坦で口縁部は明瞭に立ち上がる。底部外面糸切り後ナデ、

これ以外は回転ナデによる調整。180は同小碗で、断面三角形の高台が付 く。底部外面糸切り、これ

以外は回転ナデ。これらは、 12世紀中葉～後半のものであろう 。

V-16区SK -210 (181) 

181は須恵器盈で、底部はやや平坦となるが体部は丸味を帯び、口縁端部は丸 く収める。底部外面

回転ヘラケズリ、これ以外は回転ナデによる調整。 6世紀後半のものであろう 。

V-16区SK -251 (182 ・ 183) 

182は灰釉系陶器碗で、口縁部は比較的まっすぐ開 く。内外面回転ナデによる調整。183は同片口鉢

で、口縁部はまっすぐ伸び端部は丸く収める。片口部は指押さえによる成形。外面下半は回転ヘラケ

ズリ、これ以外は回転ナデによる調整。これらは、 13世紀代のものであろう 。

V-16区SK -254 (184 ・ 185) 

184は須恵器高杯で、杯部は浅く口縁部は内弯気味となり、口縁端部は僅かに外方に摘んでいる。

外面下半は回転ヘラケズリ、これ以外は回転ナデによる調整。185は同摘み蓋で、天井部はやや平坦

で端部近 くは緩やかに屈曲し、先端は内側に小さく折り曲げている。天井部外面の 1/2近 くが回転

ヘラケズリ、これ以外は回転ナデによる調整。これらは、 7世紀末葉のものであろう 。

V-17区SK -52 (186 ・ 187) 

186は土師器半球形鍋で、口縁部は内弯気味で端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、

外面ナデ・指押さえ。187は同茶釜形鍋で、肩部に把手が付 く。体部内面板ナデ、把手付近はナデに

よる調整。これらは、 16世紀を前後する時期のものであろう 。

V-17区SK-79 (188~193) 

188~193は灰釉系陶器碗である。高台は、低 く偏平なもの (188・ 192 ・ 193)や少し高 く丸味のある

もの (191)がある。口縁部は内弯気味に伸び、端部は僅かに外反して丸く収める (188~190)。いずれ

も調整は、底部外面糸切り、これ以外は回転ナデ。これらは、 13世紀後半のものであろう 。

第6章土城
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V-17区SK-89 (194) 

194は製塩土器脚部片で、細い棒状の脚部のみである。ナデ・指押さえによる成形。 7~9世紀の

ものであろう 。

V-17区SK -112 (195 ・ 196) 

195は陶器志野丸l1Il.で、高台部削り込み。全面に釉が掛かる。16世紀末～17世紀初頭のものであろ

う。196は土師器小皿で、口縁部は比較的高 く立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえによる調

整。 195に伴う時期のものであろう 。

V-17区SK -157 (197 ・ 198) 

197は灰釉系陶器碗で、高台はやや低 く丸味を帯び口縁部は直線的に外上方へ開 く。底部外面糸切

り後ナデ、これ以外は回転ナデ。13世紀代のものであろう 。198は土師器甕で、口縁部は大きく外反

し端部は上方へ摘み上げている。外面ヨコナデ、内面はハケメ 。 8~10世紀のものであろうか。

V-17区SK -257 (199 ・ 200) 

199 ・ 200は灰釉系陶器碗である。高台は低く丸味を帯びたもので、接地面には籾殻痕が見られる。

底部外面は糸切り 、これ以外は回転ナデによる調整。13世紀中葉のものであろう 。

V-17区SK -225 (201 ・ 202) 

201は土師器皿で、口縁部は緩やかに立ち上が り、口縁端部はヨコナデにより段となる。内面ナデ、

外面ナデ・指押さえ。202は同半球形鍋で、口縁部は垂直気味に伸び端部は面となる。口縁端部ヨコ

ナデ、内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。これらは、 16~17世紀のものであろう 。

V-18区SK -103 (204~206) 

204~206は土師器である。204は小皿で、底部は比較的広く口縁部は内弯気味に立ち上がる。内面

ナデ、外面ナデ・指押さえ。205は皿で、口縁部は緩やかに立ち上がり端部は外反気味となる。口縁

端部ヨコナデ、内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。206はくの字形鍋で、頸部は比較的屈曲し、端部は

上方に摘むように伸びている。口縁部はヨコナデによる調整で、外面にば煤が付着している。これら

は、 16世紀代のものであろう 。

w-8区SK-8 (207~210) 

207は陶器天目茶碗で、口縁部は外上方に伸び端部は小さく屈曲する。内外面に鉄釉が掛かり、 高

台付近は露胎。208は同丸皿で、高台部は削り出しで、全面に灰釉が掛かる。これらは、 17世紀代の

ものであろう 。209・ 210は土師器小皿で、口縁部は小さく立ち上がる。209の端部はヨコナデによ り

面となる。これ以外は内面ナデ、外面ナデ・指押さえによる調整。陶器に伴う時期のものであろう 。
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W-9区SK -13 (211 ~213) 

211~213は土師器である。211は内弯形鍋で、口縁部は垂直気味に伸び端部は面となる。口縁部と

体部との境は屈曲し、外側には沈線が巡る。口縁部ヨコナデ、体部内面板ナデ、外面ナデ・指押さえ。

212 ・ 213は半球形鍋で、口縁部は内弯気味で端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外面

ナデ・指押さえで、 212にはハケメが残る。これらは、 16世紀代のものであろう 。

W-11区SK - 1 (214~222) 

214~220は陶器である。 214は碗で、高台部は削 り出し。 高台付近は露胎、内外面に鉄釉が掛かる。

215は皿で、口縁部は外反気味で端部は丸く収める。内外面に灰釉が掛かる。216は徳利の底部片と考

えられ、底部は平坦で体部はやや内弯気味に立ち上がる。外面には鉄釉が掛かる。217は鉢で、やや

小さい高台は削り出しで口縁部は緩やかに立ち上がる。高台付近を除いて灰釉が掛かり、内面には鉄

絵が見られる。218は揺鉢で、口縁端部は肥厚して上方に摘むようになる。内外面に錆釉。219は鉢で、

口縁部は垂直気味に伸び端部は広い平坦面となる。体部外面には凹線が巡る。内外面に鉄釉が掛かる。

220は常滑窯産甕で、口縁部は外側に大きく折り返して広い面となる。214・ 215 ・ 217は17世紀前半の

ものであろう 。これ以外は16世紀代のものであろう。

221 ・ 222は土師器内弯形鍋で、口縁部は垂直気味に伸び端部は面となる。口縁部と体部との境は屈

曲し、外側には沈線が巡る。口縁端部ヨコナデ、口縁部から体部内面板ナデ、外面ナデ ・指押さえ。

これらは、 16世紀代のものであろう 。

w-13区SK-72 (223 ・ 224) 

223は土師器壺で、底部は狭く 高い平底で体部はやや下膨れとなる。内面ハケメ・ナデ、外面はT

寧なヘラミガキ。 224は同小型壺で、底部は平底で体部は球形に近い。口縁部は大きく外反し端部は

やや丸味を持って収める。口縁部ヨコナデ、体部内面ナデ・指押さえ、外面ヘラミガキ。これらは、

古墳時代前期のものであろう。

W-14区SK-114 (225) 

225は弥生土器甕で、底部は平底で体部は明瞭に立ち上がって上方へ伸びる。内面ナデ、外面貝条

痕、底部には布 目状圧痕が残る。弥生時代中期前半のものであろう 。

W-14区SK -34 (226 ・ 227) 

226は灰釉系陶器碗で、口縁端部はやや外反気味となる。内外面は回転ナデによる調整。227は滑石

製の石鍋で、口縁部は広 く平坦とな り鍔部は台形状に削り出している。これらは、 13世紀代のもので

あろう 。

W-14区SK -85 (228~231) 

228~231は土師器小皿で、口縁部は緩やかに立ち上がり端部は丸 く収める。器壁は全体的にやや厚
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手となる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえによる調整。 16世紀を前後する時期のものであろう。

W-14区SK -100 (232~240) 

232~236は土師器である。232・ 235は皿で、底部は比較的広 く口縁部は緩やかに立ち上がる。口縁

端部はヨコナデにより内傾した面となる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。233・ 234は小皿で、口縁

部は内弯気味に立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえによる調整。236は半球形鍋で、口縁部

は内弯気味に伸び端部は面となる。体部中位に浅い沈線が巡る。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外

面ナデ・指押さえで、下半はいずれもヘラケズリ 。これらは、 16世紀代のものであろう 。

237 ・ 238は士錘で、ナデ・指押さえによる成形。239は不明土製品で、焼成は土師質で径1.8cm程の

竹で型を取ったような穴が開いている。240は玄武岩製と考えられる石臼で、下半部が高台状に加工

されている。これらは、土師器に伴う時期のものであろう。

W-15区SK -86 (241 ・ 242) 

241は須恵器甕で、大きく開いた口縁部は更に屈曲し、端部は丸味を持って上下に肥厚する。242は

土師器甕で、いわゆる「三河型甕」 と呼ばれ頸部は大きく屈折する。口縁部は水平気味に開き、口縁

端部は丸 く収める。口縁部はヨコナデによる調整。これらは、 9世紀前半のものであろう。

W-16区SK-17 (243 ・ 244) 

243は灰釉系陶器碗で、高台はしっかりとした三角形で、口縁部は内弯気味に立ち上がる。内外面

に灰釉が掛かる。底部外面糸切り後ナデ、これ以外は回転ナデ。12世紀後半のものであろう 。

244は土師器小皿で、口縁部は内弯気味に立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。243に伴う

時期のものではな く、16世紀前後のものと考えられる。

W-16区SK -27 (245 ・ 246) 

245は須恵器有台杯で、高台はやや丸味があり、底部は中心に向かって少し低くなる。口縁部はし

っかりと立ち上がり、端部はやや細くなる。底部外面回転ヘラケズリ、これ以外は回転ナデによる調

整。また、底部外面にはヘラ記号「 x」がある。246は同碗で、底部はやや平坦でヘラ切り未調整で

ある。口縁部は緩やかに立ち上がり、端部は外反気味となる。内外面は回転ナデ。これらは、 8世紀

前半のものであろう 。

w-16区SK-57 (247~249) 

247~249は土師器小皿で、口縁部は小さく立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。248の内

面にば煤が付着している。これらは、 15世紀前後のものであろう 。

W-16区SK -81 (250 ・ 251) 

250は灰釉系陶器碗で、高台は角張ったやや低いもので口縁部は内弯気味に立ち上がる。底部外面
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糸切り後ナデ、これ以外は回転ナデによる調整。また内面にば煤が付着しており、灯明具として転用

されたのであろう。 251は士師器伊勢型鍋で、口縁部は大きく外反し、端部は内側に折り返えされて

肥厚し内弯気味となる。内外面ヨコナデによる調整。これらは、 13世紀代のものであろう 。

w-17区SK -6 (252 ・ 253) 

252は灰釉系陶器碗で、高台はやや高くしっかりとしたものが付く。底部外面糸切り後ナデ、これ

以外は回転ナデによる調整。また、接地面には籾殻痕が見られる。 253は同小1IIlで、底部は狭くやや

突出し、口縁部とは明瞭に区分される。底部外面糸切り、これ以外は回転ナデによる調整。これらは、

12世紀末～13世紀初頭のものであろう。

W-17区SK -90 (254 ・ 255) 

254は土師器手捏ね土器で、半球状の碗形となる。ナデ・指押さえによる成形で、口縁部内外面に

煤が付着している。 255は土師器甕で、口縁部は大き く外反し端部は丸 く収める。内外面はヨコナデ

による調整。これらは、 8~9世紀のものであろう。

W-18区SK-8 (256) 

256は銅製の煙管雁首で、側面に管の継ぎ目が見られる。時期は近世のものであろう。

X-12区SK -6 (257 ・ 258) 

257は陶器揺鉢で、底部は平坦で口縁部は直線的に外上方へ開 く。底部外面糸切り、これ以外は回

転ナデによる調整。 258は常滑窯産甕で、口縁部は内傾し端部は折り返して外側に広い面をなす。こ

れらは、 16世紀代のものであろう。

X-13区SK -9 (259~262) 

259は陶器播鉢で、口縁部はやや外反し端部は肥厚して上方へ摘むようになる。内外面回転ナデ。

261は土師器小皿で、口縁部は内弯気味に立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。 262は同半球

形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外面ナデ・指押

さえ。これらは、 16世紀後半のものであろう。

X-13区SK-20 (263) 

263は須恵器怨で、底部はやや平坦で外面には回転ヘラケズリが施される。口縁部は垂直気味で、

端部は丸 く収めるが内側やや下がった部分に凹線が巡る。 7世紀前半のものであろう。

X-13区SK -21 (264) 

264は常滑窯産大甕で、底部は平坦であるがやや小さく、体部は内弯気味に伸びる。口縁部はやや

内傾し端部近 くで立ち上がる。端部は外側及び内側を肥厚し、強いヨコナデによって稜をなす。 16世



紀後半のものであろう。

X-13区SK -90 (265~269) 

265は陶器天目茶碗で、口縁端部は小さく屈曲する。内外面に鉄釉が掛かる。 266は同播鉢で、口縁

端部は肥厚し外方及び上方に伸びて丸く収める。内外面に錆釉が掛かる。これらは、 16世紀後半のも

のであろう。

267は土師器1IIlで、口縁部は緩やかに立ち上がり端部は僅かに外反する。口縁端部ヨコナデ、内面

ナデ、外面ナデ・指押さえ。 268は同半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は面となる。口縁端

部ヨコナデ、内面板ナデ、外面ナデ・指押さえ。これらは、陶器に伴う時期のものであろう。

X-14区SK -243 (270) 

270は凝灰質泥岩製と考えられる硯で、平面形は長方形で中央部は使用のためかなり窪んでいる。

近世のものであろう。

Y-11区SK -55 (271 ~273) 

271~273は陶器である。 271は染付筒形湯呑で、内外面に灰釉が掛かる。 272は染付広東碗で、高台

部の削り出しはやや低い。 271・ 272は19世紀前半のものであろう。 273は常滑窯産広口壺で、口縁部

は内傾気味に伸び端部は外側に折返し広い面となる。 16世紀代のものであろう。

Y-12区SK-40 (274) 

274は弥生上器細頸壺で、底部は上げ底に近い平底となり体部は算盤玉状の形である。頸部は細く

なり、口縁部に向かって緩やかに外反する。体部外面下半はヘラミガキ、上半は丁寧なナデ、内面は

板ナデ・ナデで、頸部にはシボリ目が目立つ。弥生時代中期後葉のものであろう。

Y-12区SK -43 (275~277) 

275は灰釉系陶器小皿で、口縁部は僅かに外反気味で端部は丸く収める。内外面回転ナデによる調

整。 276は土師器皿で、底部は比較的広く平坦で口縁部は内弯気味に高く立ち上がる。口縁部ヨコナ

デ、これ以外はナデ。 277は同伊勢型鍋で、口縁部は受け口状で端部は内側に折り返す。ョコナデに

よる調整で、外面には煤が付着している。これらは、 13世紀代のものであろう。

Y-13区SK-118 (278 ・ 279) 

278は陶器折縁皿で、高台部削り出し。内面にソギが入り、底部内面には菊花の印花文が施される。

全面に灰釉が掛かる。279は同丸皿で、高台部削り出し。底部内面に菊花の印花文が施される。全面

に灰釉が掛かる。これらは、 16世紀後半のものであろう。

Y-13区SK -191 (280 ・ 281) 

第 6章土城

179 



第6章 土城

180 

280 ・ 281は製塩土器片で、断面円形で棒状の脚部である。ナデ・指押さえによる成形。被熱してい

ないようである。 7~9枇紀のものであろう。

Y-14区SK -120 (282-286) 

282-285は陶器である。 282は天目茶碗で、口縁部は内弯気味で端部は更に曲がりやや尖る。内外

面は鉄釉で、高台付近は露胎となる。 283は古瀬戸四耳壺の高台部片と考えられ、高台は貼り付けで

やや高く作られる。外面に灰釉が掛かり内面には円形状に降灰が見られる。284は茶入で、底部は平

坦で体部は筒状に伸びる。外面に鉄釉が掛かる。285は播鉢で、口縁部は外上方に開き端部近くでや

や屈曲する。端部はやや肥厚して丸く収める。内面には、粗い揺り 目が見られる。282・ 284は16世紀

後半、 283は13世紀代、 285は18世紀前半のものであろう 。

286は土師器くの字形鍋で、体部はやや偏平で頸部は比較的屈曲する。口縁部ヨコナデ、体部内面

板ナデ、外面ハケメ 。外面には煤が付着している。16世紀代のものであろう

Y-15区SK-14 (287 ・ 288) 

287は土師器高杯で、杯部は内弯気味に伸びる。脚部は中膨らみで、端部は外反気味に伸び丸く収

める。内外面ナデによる調整。 288は同台付甕で、脚部は短く「ハ」の字状に開く。内外面ナデによ

る調整と考えられるが、摩滅が著しい。これらは、古墳時代中期前半の松河戸 I式期に併行するもの

であろう。

Y-15区SK -68 (289~292) 

289~292は陶器である。 289は腰錆茶碗で、口縁部は内弯気味で端部は丸く収める。外面下半は鉄

釉、これ以外は灰釉が掛かる。290は古瀬戸縁釉小皿で、底部外面糸切り 。口縁端部に灰釉が掛かる。

291は丸皿で、口縁部は緩やかに立ち上がる。内外面に灰釉が掛かる。292は磁器染付丸碗で、口縁部

は内弯気味に伸び端部はやや細くなる。290は古瀬戸後期、これ以外は18世紀後半～19世紀前半のも

のであろう 。

Y-15区SK -155 (293) 

293は古瀬戸仏花瓶で、体部は下膨れとなる。底部外面糸切りで、底部外面を除いて灰釉が掛かる。

古瀬戸前期、 13世紀後半のものであろう 。

Z-9区SK -46 (294 ・ 295) 

294 ・ 295は灰釉系陶器広口壺である。 294は口縁部が大きく外反して、端部は水平気味で細く摘ん

でいる 。内外面回転ナデによる調整。常滑窯産と考えられる。295は頸部が「く 」の字状に屈折し、

口縁部は短く開く。端部は僅かに外傾した面をなす。体部内面ヨコナデ、これ以外は回転ナデによる

調整。これらは、 12世紀後半のものであろう。
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Z-11区SK -8 (296 ・ 297) 

296は士師器lil1で、口縁部は緩やかに立ち上がり端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面ナデ、

外面ナデ・指押さえ。297は同半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は面となる。口縁端部ヨコ

ナデ、内面板ナデ、外面ナデ・指押さえ。これらは、 16世紀代のものであろう 。

Z-11区SK -11 (298~301) 

298~301はいずれも土師器小皿で、口縁部は内弯気味に立ち上がる。内面ナデ、外面ナデ・指押さ

えによる調整。16~17世紀のものであろう。

Z-12区SK-3 (302 ・ 303) 

302は灰釉系陶器碗で、高台は低く偏平となる。底部は平坦で、口縁部は外上方へ直線的に伸びる。

底部外面糸切り後ナデ、これ以外は回転ナデによる調整。303は同小皿で、底部は広く 平坦で、口縁

部は明確に立ち上がる。底部外面糸切り、これ以外は回転ナデによる調整。これらは、 13世紀半ばの

ものであろう 。

Z-12区SK -94 (304~307) 

304~307は灰釉系陶器である。304は碗で口縁部は直線的に外上方へ開く 。305は碗で、高台は低い

三角形で籾殻痕が見られる。底部外面糸切り、これ以外は回転ナデで、内面にば煤が厚く付着してい

る。 306・ 307は小皿で、底部は広く平坦で口縁部の立ち上がりは低い。底部外面糸切り、これ以外は

回転ナデによる調整。これらは、 13世紀後半のものであろう 。

Z-12区SK-95 (308) 

308は須恵器横瓶で、口縁部は垂匝気味に立ち上がり、端部は僅かに外反し外傾した面をなす。ロ

縁部は回転ナデ、体部外面平行タタキ、内面ナデである。 7~8世紀のものであろう。

Z-12区SK -128 (309~311) 

309は灰釉系陶器碗で、高台は台形に近くしっかりしている。底部外面糸切り後ナデ、これ以外は

回転ナデ。310は土師器小皿で、口縁部は小さく立ち上がる。口縁部から内面がヨコナデ、外面はナ

デ・指押さえ。311は同伊勢型鍋で、口縁部は大きく外反し端部は内側に折り返して受け口状となる。

ョコナデによる調整で、外面には煤が付着する。これらは、 13世紀半ばのものであろう 。

Z-13区SK-14 (312~314) 

312~314は灰釉系陶器である。312は碗で、高台は低くやや丸味を帯びている。底部外面糸切り、

これ以外は回転ナデによる調整。313は小皿で、底部は平坦でやや突出する。口縁部は底部より明瞭

に立ち上がり、端部はやや外反する。 314は広口壺で、口縁部は垂直気味に伸び、端部は大きく外反

して受け口状となる。口縁部内面はケズリ後ヨコナデ、これ以外は回転ナデによる調整。これらは、



第 6章土壊

ー3--~尺ニ
306 

¥__J_一つ
307 

＼ 

＼二ニ二，
―---311 

¥--ぐ：三

三 16 三ご;---

こ三三三―ー 323 

304-307: Z-12区SK-94 

308: Z-12区SK-95 

309-311: Z-12区SK-128 

〔三二~326二
戸
〗
／

3
2
4＼ 

＼二 。

ロニニ／
=三ど弓叩云`

329 

- -＼ミ328

゜

312-314: Z-13区SK-14 

C:::.:::-¥ 315-318: Z-13区SK-71 
~ ｀ 325 

15cm 

□□7 

/／ニ
ご

ここ8

ニニ-/
310 

／ 
二二三三

＼？  

□ロロニ

二322

，
 

(／

1
3
5
1
3
8
1
0
0
4
3
-

―-

□326329337342/ 

3
2
4
3
2
7
3
3
0
3
3
8
-

―
 

919 

：
つ
覧
r
L

青
つ
，
、
一
7

-

3
 

勾
¢・

1

3

 

／
 

＝

□
 

三

Z-13区SK-87 
＼ 

Z-13区SK-128 

／］ 旱
〗

334 

ーロー

彎2

第73図 出土遺物実測図ー39(1 / 3) 

183 



第 6章土城

184 

13世紀半ばのものであろう 。

Z-13区SK -71 (315~318) 

315 ・ 316は灰釉系陶器碗で、高台は低くやや丸味を帯びている。底部外面糸切り後ナデ、これ以外

は回転ナデによる調整。 317・ 318は土師器伊勢型鍋で、口縁部は大きく外反し端部は内側に折り返し

て受け口状となる。ョコナデによる調整で、外面には煤が付着する。これらは、 13世紀後半のもので

あろう 。

Z-13区SK -87 (319~321) 

319 ・ 320は灰釉系陶器碗で、高台は低い三角形で籾殻痕の見られるものもある (320)。321は士師器

皿で、口縁部は内弯気味に高く立ち上がる。端部近くは、強いヨコナデのため屈曲する。内外面はナ

デによる調整。これらは、 13恨紀後半のものであろう 。

Z-13区SK -128 (322 ・ 323) 

322は灰釉系陶器壺で、口縁端部を外側に折り返して丸く収める。内外面回転ナデによる調整。323

は土師器小皿で、底部は広く平坦で口縁部は僅かに立ち上がる。口縁端部から内面はヨコナデ、外面

ナデ・指押さえ。こ れらは、 13世紀後半のものであろう 。

Z-13区SK -135 (324~326) 

324は灰釉系陶器碗で、口縁部は直線的に外上方へ伸び端部は丸く収める。内外面回転ナデによる

調整。325は同片口鉢で、高台は低く幅の狭いものが付く。口縁部は直線的に開き端部は外側に肥厚

する。底部外面未調整、体部外面下半はヘラケズリ、これ以外は回転ナデ。326は土師器小皿で、ロ

縁部は内弯気味に立ち上がる。口縁端部から内面はヨコナデ、外面ナデ・指押さえ。これらは、 13世

紀後半のものであろう。

Z-13区SK-138 (327~329) 

327は須恵器高杯の杯部で、口縁部と体部とを分ける稜はやや鋭い。口縁端部は内側がやや窪んで

いる。328は同高杯の脚部で、端部は大きく開いて外傾した面となる。いずれも回転ナデによる調整。

329は土師器甕で、口縁部は大きく外反し端部は面となる。内外面にハケメが見られる 。これらは、

7世紀前半のものであろう 。

Z-14区SK -100 (330~337) 

330~332は古瀬戸である。330は平碗で、口縁部は内弯気味に伸び端部は丸く収める。高台付近を

除いて内外面に灰釉が掛かる。 331は底卸目1llで、高台は四角いしつかりとしたものが付く。底部内

面にヘラ描き文様が見られ、底部外面には卸目が付く 。卸目部分を除いて灰釉が掛かる。332は折縁

深皿で、口縁部は内弯気味で端部を屈曲させて受け口状となる。内外面に灰釉が掛かる。これらは、



古瀬戸中期、 14世紀前半～中葉のものであろう 。

333は土師器皿で、底部は広く平坦である。口縁部は外上方へ開き、端部は肥厚して丸くなる。ロ

縁端部から内面はヨコナデ、外面はナデ・指押さえ。 334は同羽釜で、口縁部は内傾気味に伸び端部

は面となる。端部近くに幅の狭い鍔が付く。口縁端部及び鍔部はヨコナデ、内面板ナデ、外面ナデ・

指押さえ。 337は同伊勢型鍋で、口縁部は屈曲し端部は立ち上がり気味で内側に折り返す。内外面ヨ

コナデによる調整。これら土師器は、 330~332の古瀬戸に伴う時期のものであろう。

335は灰釉系陶器碗で、高台は低く四角いものが付く。底部外面糸切り、これ以外は回転ナデ。 336

は同片口鉢で、高台は三角形に近いしっかりしたもので、口縁部は外上方に開く。底部外面ナデ、体

部外面下半はヘラケズリ、これ以外は回転ナデ。これらは、 13世紀後半のものであろう。

Z-15区SK -43 (338~342) 

338~340は陶器である。 338は灯明皿で、底部は平坦で口縁部は緩やかに立ち上がる。内外面に鉄

釉が掛かる。 339は片口で、高台部は削り出しで、口縁部は内弯気味に立ち上がる。高台付近を除い

て灰釉が掛かる。340は播鉢で、口縁部は小さく屈曲し端部はやや肥厚して丸く収める。341は磁器染

付碗で、高台部は削り出し。これらは、 19世紀前半のものであろう。

342は陶丸で、ナデ・指押さえによる成形。 12~14世紀の灰釉系陶器に伴うもので混入である。

AA-9区SK -32 (343~345) 

343~345は灰釉系陶器である。 343は碗で、口縁部は直線的に開き端部は丸く収める。内外面回転

ナデによる調整。344は甕で、底部は比較的広いが凹凸がある。底部外面は未調整で、籾殻痕も見ら

れる。345は壺で、底部は平坦で体部は比較的まっすぐに立ち上がる。底部外面未調整、体部外面下

半は回転ヘラケズリ。常滑窯産と考えられる。これらは、 13世紀後半～14世紀代のものであろう。但

し、いずれも混入品と考えられる。

AA-10区SK -19 (346~351) 

346~350は灰釉系陶器である。346・ 347 ・ 349は碗で、高台はやや高く丸味のあるものが多い。ロ

縁部は内弯気味に伸び端部は僅かに外反する (346)。底部外面糸切り、これ以外は回転ナデで、口縁

部に灰釉が掛かるものが見られる (346・ 347)。348は小碗で、高台は丸味のある三角形で、口縁部は

内弯気味に立ち上がる。350は小皿で、底部は平坦で口縁部は直線的に外上方へ伸びる。底部外面糸

切り、これ以外は回転ナデ。これらは、 12世紀後半のものであろう 。

351は土師器伊勢型鍋で、口縁部は大きく外反し端部は小さく折り返して肥厚する。調整はヨコナ

デと考えられるが、摩滅が著しい。346~350に伴う時期のものであろう 。

AA-12区SK -3 (356 ・ 357) 

356は土師器茶釜形鍋で、口縁部は屈曲して垂直気味に伸び、端部は面となる。口縁部から体部外

面は丁寧なヨコナデ、体部内面は板ナデ。357は同半球形鍋で、 口縁部は内弯気味に伸び端部は面と
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なる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外面ナデ・指押さえによる調整。これらは、 16世紀代のもの

であろう。

AA-12区SK-44 (358~362) 

358は灰釉系陶器甕で、口縁部を大きく屈曲させ端部は上下に伸びて外側に面をなす。内外面回転

ナデで、自然釉が口縁部付近に掛かる。 13世紀代のものであろう。 359は陶器揺鉢で、口縁部は直線

的で端部はやや肥厚して上方に摘んでいる。 17枇紀代のものであろう 。360は磁器小杯で、口縁部は

緩やかに外反する。時期ははっきりしない。

361は上師器くの字形鍋で、頸部の屈曲は弱く端部は上方に摘むようになる。口縁部ヨコナデで、

外面にはハケメが残る。 362は同半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は面となる。口縁端部ヨ

コナデ、内面板ナデ、外面ナデ・指押さえ。これらは、 16~17世紀のものであろう 。

AA-12区SK-72 (363) 

363は弥生土器壺で、口縁部は受け口状となる。内面には棒状工具による条痕、外面には貼り付け

突帯や粘上貼り付け後のヘラ状工具による連続刻目文、また端部には棒状工具による連続刺突文が施

される。弥生時代中期の岩滑式から瓜郷式の間に位置付けられるものであろう。

AA-13区SK-22 (364) 

364は球状に近い形の土錘で、ナデ・指押さえによる成形。時期ははっき りしないが、中世の もの

と推測される。

AA-13区SK-61 (365) 

365は古瀬戸平碗で、口縁部は内弯気味に伸び、 端部近 くは強いヨコナデで僅かに屈曲し丸 く収め

る。高台付近を除いて灰釉が掛かる。14世紀後半のものであろう 。

AA-13区SK -98 (366~371) 

366~368は須恵器である。366は碗で、口縁部は内弯気味で端部は少し内側に曲がる。外面にはロ

縁部と体部とを分ける沈線が僅かに残る。内外面回転ナデ。367は杯で、口縁部は外上方に開き端部

は丸く収める。口縁部回転ナデ。368は甕体部片で、外面平行タタキ、内面同心円文タタキ。 369・ 

370は土師器甕で、 369の口縁部は大きく外反し端部は少し窪んだ面となる。370の端部は少し摘み上

げて受け口状となる。調整はヨコナデと考えられるが、 370は摩滅が著しい。371は製塩土器の口縁部

片で、端部近 くはやや肥厚する。ナデ・指押さえによる成形。これらは、 7世紀後半のものであろう 。

AA-13区SK-143 (372~375) 

372は須恵器碗で、内弯気味の口縁部は端部近くで外反する。内外面回転ナデによる調整。 373は同

有台杯で、底部は中心に向かってやや傾いている。高台は、方形に近 く中央部が少し窪んで全体で接
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地する。底部外面回転ヘラケズリ後ナデ、これ以外は回転ナデ。374は製塩土器の口縁部片で、端部

は丸く収める。ナデ・指押さえによる成形。これらは、 9世紀前半のものであろう 。

AB-11区SK-37 (380) 

380は弥生土器高杯で、鍔状の口縁部はほぼ水平で、端部は面となって 3条の凹線が巡る。弥生時

代中期後葉のものであろう。

4.表t他出士の遺物（第75・ 76図、第5表）

AB-11区黒灰色土層 (1~ 4) 

1は縄文士器浅鉢と考えられ、外面には渦巻文が表現されている。口縁端部ヨコナデ、内外面ナデ

である。 2は土師器小型壺で、底部は上げ底となる。内面板ナデ、外面ナデ・指押さえ。古墳前期～

中期。 3は弥生士器壺で、体部外面にはハケメ後に大きな波状と考えられる櫛描文が 2条施される。

内面はナデ・ヨコナデによる調整。弥生中期。 4は須恵器杯蓋で、口縁部は垂直気味で端部は丸味を

帯びた内傾面となる。天井部と口縁部とを分ける稜はやや鈍い。内外面回転ナデ。古墳後期。

2層 (5~15) 

5は土師器高杯で、脚部は 「ハ」の字状で端部は更に屈曲して大きく開く 。内外面ナデ。古墳中期。

6は灰釉系陶器碗で、高台はやや低い台形で口縁部は内弯気味に伸びる。底部外面糸切り、これ以外

は回転ナデ。 13世紀。7は土師器皿で、底部は広く口縁部は外反気味に立ち上がる。口縁部ヨコナデ、

内面ナデ、外面ナデ・指押さえ。15~16世紀。 8は土師器小型壺で、体部はやや角張った球形で底部

は僅かに平坦となる。頸部は小さく屈曲する。口縁部近くはヨコナデ、内外面ナデ・指押さえで、外

面にはハケメが残る。 9は陶器稜皿で、高台部は削り込み。底部内面及び外面にトチン痕が残る。全

面に鉄釉。16世紀前半。10は土師器茶釜形鍋で、体部は球形で屑部に把手が付く 。口縁部は僅かに屈

曲しながら垂直気味に伸び、端部は丸く収める。口縁部から外面肩部はヨコナデ、体部外面ナデ、内

面板ナデ。口縁部からイ本部外面にば煤が付着する。 17世紀。11は須恵器杯蓋で、休部は半球形で口縁

部との境には凹線が巡る。また端部は丸く収め、内側に凹線が巡る。内外面回転ナデ。古墳後期。12

は土師器半球形鍋で、口縁部は内弯気味に伸び端部は面となる。口縁端部ヨコナデ、内面板ナデ、外

面ナデ・指押さえで、下半はヘラケズリ 。また、ヘラ状工具による沈線が体部中位に巡る。 16世紀。

13は土師器皿で、底部は広く口縁部は緩やかに立ち上がる。口縁端部ヨコナデ、内面ナデ、外面ナ

デ・指押さえ。15~16世紀。14は弥生土器細頸壺で、頸部付近はヘラ状工具による凹線文や縦位・横

位の櫛描文などが施される。弥生中期。 15は灰釉系陶器碗で、高台は小さな三角形で接地面には籾殻

痕が残る。口縁部は内弯気味に立ち上がる。底部外面糸切り後ナデ、これ以外は回転ナデ。13世紀。

表土 (16~65)

16~21は土師器小皿で、底部は不安定で口縁部が内弯気味に立ち上がるもの (16~18)や、底部はや
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や広く口縁部が緩やかに立ち上がるもの (19~21)がある。内面ナデ、外面ナデ・指押さえで、内面に

は板状工具の痕跡が目立つ。これらは、表土剥ぎ中に大きな木の根元付近からまとまって出土してい

る。 17世紀以降のものであろう。

22は志野丸ill1で、高台部削り出し。底部内面に鉄絵。底部外面を除いてほぼ全面に長石釉。17世紀。

23は須恵器陶臼で、底部は広く平坦で、径 3mm程の穴が 4ヶ所に開いている。内外面ナデによる調整。

7~8世紀。 24は陶器灯明皿で、底部は平坦で口縁部は外上方へ緩やかに伸びる。底部外面糸切り、

これ以外は回転ナデ。口縁部に灰釉が掛かる。16世紀。25・ 26は灰釉陶器碗で、 25は高台が低く三角

形状、 26は高台が細く高いものとなる。いずれも、底部外面糸切り未調整、これ以外は回転ナデ。ロ

縁部内外面に灰釉が掛かる。 9世紀。27は古瀬戸片口小瓶と考えられ、底部は平坦で体部は下膨れ気

味となる。底部外面糸切り、これ以外は回転ナデで、外面に灰釉が掛かる。14世紀前半。28は輛羽口

で、内径は2.5cm程で、一方は火を受けて変質・変色している。29は黒曜石の剥片石器で、部分的に

剥離が見られる。30は銭貨で、北宋銭の 「熙寧元賓」。

31は須恵器壺で、体部はやや肩が張り、口縁部は外反気味に伸び端部は折り返して面をなす。内外

面回転ナデによる調整。 7~8世紀。 32は灰釉系陶器壺で、 肩部に半戟竹管あるいはヘラ描きによる

蓮弁文が見られ、厚い灰釉が塗られている。内面ナデ・指押さえによる調整。14世紀。33は士師器lII1

で、口縁部は緩やかに立ち上がり端部は面となる。口縁部ヨコナデ、内面丁寧なナデ、外面ナデ・指

押さえ。14~15世紀か。34は古瀬戸平碗で、口縁部は比較的まっすぐに伸び端部近くは僅かに内弯気

味となる。口縁部及び内面に灰釉が掛かる。外面下半は回転ヘラケズリ。 15世紀前半。35は陶器天目

茶碗で、口縁部は外上方へ伸び端部は小さく屈曲する。内外面鉄釉で、高台付近は露胎。17世紀。 36

は陶器丸碗で、高台部削り出しで口縁部は内弯気味に伸びる。内外面鉄釉で、高台付近は露胎。18世

紀。 37は陶器筒形香炉で、 三方に脚が付く。底部外面回転ヘラケズリ、これ以外は回転ナデ。底部を

除いて鉄釉（飴釉）が掛かる。18世紀前半。

38は灰釉系陶器小皿で、底部は狭く突出し口縁部は内弯気味に伸びる。底部外面糸切り、これ以外

は回転ナデ。 12世紀後半。 39は土師器羽釜で、口縁部は垂直気味に伸び端部は面となる。口縁端部よ

り少し下がった部分に、幅の狭い鍔が付く 。口縁端部及び鍔部ヨコナデ、内面板ナデ。16世紀。40は

古瀬戸卸皿で、口縁部は外上方に伸び端部は小さく摘むようになる。口縁端部には灰釉が掛かる。15

世紀前半。 41は弥生土器甕で、口縁部外面に櫛状工具による条痕。内面はヨコナデ。瓜郷式期に併行。

42は土師器壺で、底部は平底で体部外面にヘラミガキ。古墳時代前期～中期。43は灰釉系陶器碗で口

縁部に灰釉が掛かる。12世紀前半。44は灰釉系陶器小皿で、底部は比較的小さく口縁部は高く立ち上

がる。12世紀後半。45は陶器縁釉小皿で、口縁部は外反気味に伸びる。底部近くは回転ヘラケズリ、

これ以外は回転ナデによる調整。16世紀前半。

46は土師器皿で、口縁部は比較的高く立ち上がる。口縁部ヨコナデ、内面ナデ、外面ナデ・指押さ

え。15~16世紀か。47は白磁の端反lII1で、高台部は削り出し。48は須恵器摘み蓋で、比較的高くしっ

かりした摘みが付く 。天井部外面は回転ヘラケズリ。 49は灰釉系陶器碗で、高台部は断面台形で比較

的しっかりしている。口縁部は内弯気味に伸び、端部はやや外反する。13世紀前半。50は古瀬戸折縁

深皿で、体部は内弯気味で口縁端部は明瞭に屈折する。内外面に灰釉が掛かる。古瀬戸中期。 51は陶
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器半胴甕で、高台部は削り出し。体部は筒状で、口縁端部は広い面となる。高台付近を除いて鉄釉が

掛かる。19世紀代。52は条痕文土器甕で、体部外面に棒状工具による条痕が見られる。53は須恵器杯

身で、体部はやや丸味をもち口縁部は短く内傾する。底部外面の 1/ 3程度が回転ヘラケズリ、これ

以外は回転ナデによる調整。古墳時代後期。54は陶器折縁鉢で、口縁端部は明瞭に屈折する。内外面

に灰釉が掛かる。御深井製品。18世紀。55は常滑窯産甕で、口縁部は内傾気味で端部は内傾した広い

面となる。56は土師器蓋で、口縁部は回転ナデによる調整。

57~59は陶器。57は稜1IIlで、高台部は削り込みで内面にはトチン痕が残る。全面に鉄釉が掛かる。

58は丸1IIlで、高台部は削り込みで口縁部は小さく立ち上がる。全面に灰釉が掛かる。59は天目茶碗で、

口縁端部は小さく屈曲する。内外面鉄釉で、高台付近は錆釉の化粧掛け。57~59は、いずれも 16世紀

後半から末葉。60は弥生土器甕で、口縁部は大きく外反している。外面は原体不明の条痕文が見られ

る。端部や内面の調整は摩滅のため不明。弥生中期か。61は士師器1IIlと考えられ、底部は平坦で口縁

部は小さく立ち上がり水平気味に伸びる。口縁部ヨコナデ、これ以外はナデによる調整。近世か。62

は流紋岩質凝灰岩製と推測される縦長剥片で、刃部に使用痕と考えられる剥離が見られる。旧石器時

代のものであろう 。63は縄文土器粗製深鉢で、外面には削痕、端部から内面はナデ。縄文晩期。64は

縄文土器深鉢で、外面には指による沈線、貼付隆帯や連続刺突文などが施される。内面ナデ。縄文中

期。65は土師器甑の把手部分と考えられ、ナデ・指押さえによる成形。

注 1 出土遺物の編年的な位置付けについては、第 3章 3の注 1に示した文献を主に参考にしている。
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第 4表 出土遺物 (SK)観察表

図版ー遺物油 地区遺構 器種 分類 口径 器焉 底径 その他 胎土 焼成 色調 調整等 備考

63- I V-9 SK -67 T 瓶子 15 1) 15 2 密精良 良好 淡灰色 底部外面ヘラケズリ後ナデ外面に灰釉一古瀬戸

2 V-9 SK-67 K 碗 (2 I) 8. 8 密 良好 淡灰色 底部外面糸切 り

3 Z -10 SK -20 p 碗 1 4 8 4 8 7. 0 密 良好 灰色 底部外面糸切り後ナデ

4 U -12 SK -8主室 T 天目茶碗 (3 0) 密 良好 淡褐色 内外面回転ナデ 古瀬戸ー 内外面に鉄釉

5 U -12 SK -8主室 T 縁釉小皿 9.0 (2 2) 密 良好 淡褐色 口縁部回転ナデ 古瀬戸ーロ縁端部に灰釉

6 U -12 SK -8 p 甕 (8 7) 密 良好 灰色 体部内面ナデ・指押さえ体部外面にヘラ描文

7 U -12 SK -8主室 H 皿 1 4 0 I 7 密 良好 淡褐色 口縁部ヨコナデ

8 U -]2 SK-8主室 H 1Ill 1 5. 8 (2 2) 密 良好 淡赤褐色口縁部ヨコナデ

9 U -12 SK -8 I室 H 鍋 23 0 (13 5) 最径25 8 密 良好 淡黄褐色体部外面下半ヘラケズリ

10 U -12 SK -8 H 鍋 1 9 0 (2 5) 密 良好 淡褐色 口縁部ヨコナデ

11 V -12 SK -7 p 碗 (3 3) 8. 0 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り 口縁部に灰釉

12 V -12 SK -7竪坑 T 天目茶碗 I I 3 15 3) 密 良好 淡灰白色 体部外面下半回転ヘラケズリ 内外面に鉄釉

13 V -12 SK -7竪坑 T 播鉢 (3 1) 密 良好 淡褐色 口縁部回転ナデ 内外面に鉄釉

14 V -12 SK -7竪坑 T 播鉢 (5 4) 密 良好 淡乳白色口縁部回転ナデ 内外面に鉄釉

15 V -12 SK -7 T 宰． (7 2) 10.6 密 良好 赤茶色 体部内面板ナデ 常滑窯産

16 V -12 SK -7竪坑 H 小1lil IO 0 I 9 密 良好 淡赤褐色外面ナデ・指押さえ

17 V -12 SK -7 H 小皿 1 0 8 2 3 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ 口縁端部に煤付着

18 V -12 SK -7竪坑 H 皿 12 2 2 1 密 良好 淡乳褐色口縁端部ヨコナデ

19 V -12 SK -7 H 鍋 2 4 2 (I I 0) 密 良好 淡茶褐色体部内面板ナデ後ナデ外面に煤付着

20 V -12 SK -7 H 鍋 2 4 7 (7 5) 密 良好 淡乳褐色体部内面板ナデ・ナデ外面に煤付着

21 V -12 SK -7 H 鍋 26.7 (6 0) 密 良好 淡褐色 体部内面ナデ 外面に煤付着

22 V -12 SK -7竪坑 H 鍋 (5 6) 密 良好 淡茶褐色体部内面板ナテ 外面に煤付着

23 V -12 SK -1 T 丸碗 1 0, 3 6 8 5 2 密 良好 淡灰色 体部外面下半回転ヘラケズリ 内外面に灰釉

24 V -12 SK -1 T 甕 (4 6) 密 良好 赤茶色 口縁部回転ナデ 常滑窯産

25 V-12 SK -l T 売 (7 8) 密 良好 茶褐色 口縁部回転ナデ 常滑窯産

26 V -12 SK -I H 鍋 2 6 8 (4 O) 密 良好 淡茶褐色口縁部ヨコナデ 外面に煤付着

64- 27 V -12 SK -1 N 鍋 25 2 (5 6) 密 良好 灰白色 体部内面板ナデ 表面黒灰色の瓦質

28 V-12 SK -1 H 鍋 2 6 8 17 5) 密 良好 淡茶褐色体部内面板ナデ

29 W-12 SK -28 T 碗 I 2 8 (3 8) 密 良好 淡灰褐色口縁部回転ナデ 内外面に灰釉

30 W-12 SK -28 T 筒形香炉 (3 7) 密 良好 淡灰褐色内外面回転ナデ 内外面に鉄釉

31 W-12 SK -28 T 浅鉢 3 2 4 (7.0) 密 やや不良 淡褐色 口縁端部ヨコナデ 外面に煤付着ー常滑窯産

32 W-12 SK-28主室 H 小皿 8 6 I 4 密 良好 淡赤褐色外面ナデ・指押さえ

33 W-12 SK-28主室 H 小皿 8 8 I 5 密 良好 淡赤褐色外面ナデ・指押さえ 内面に煤付着

34 W-12 SK-28主室 H 小皿 8 8 I 4 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

35 W-12 SK-28キ室 H 小皿 8 9 1 6 密 やや不良淡赤褐色外面ナデ・指押さえ

36 w-12 SK-28主室 H 小1IIl l O 6 1 9 密 やや不良 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

37 W-12 SK-28主室 H 小皿 1 0 8 2 1 密 やや不良 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

38 W-12 SK-28士室 H 小皿 1 0. 9 2 1 密 良好 淡褐色 鍔部ヨコナデ

39 X-ll SK-37竪坑 P 碗 (2 5) 7 8 密 良好 淡灰色 底部外面ナデ

40 X-11 SK-37竪坑 T 空- (4 9) g 6 密 良好 淡褐色 体邪外面下半回転ヘラケズ＇） 外面に鉄釉

41 X-11 SK-37竪坑 Z 皿 (1 1) 2 6 密 良好 淡灰白色高台部削り出し

42 X-llSK-37 H 小1Ill IO 4 2 4 密 良好 淡褐色 体部外面ナデ・指押さえイ本部外面に墨書

43 X-USK-37 H 鍋 2 8 4 (8 8) 密 良好 淡赤褐色口縁端部ヨコナデ 外面に煤付着

44 X-llSK-37 H 鍋 26 1 (6 3) 密 良好 淡褐色 口縁端部ヨコナデ 外面に煤付着

45 X-11 S K-37 H 鍋 2 7 0 (10.2) 密 やや不良 淡褐色 体部内面板ナデ 内面に焦げ

46 X -12 SK -20竪坑 P 甕 (O 8) 密 良好 暗灰色 口縁部ヨコナデ

47 X-12 SK-20竪坑 H 小1lll 9 6 (0 9) 密 良好 明褐色 外面ナデ・指押さえ

48 X-12 SK-20竪坑 H 碗？ 9. 6 (4 1) 密 不良 淡乳褐色内外面ナデ・指押さえ

49 X -12 SK -4竪坑 T 空ギ (4 0) I 2 0 密 良好 淡灰褐色体部外面下半回転ヘラケズリ 体部外面に鉄釉

50 X -12 SK -4竪坑 T 甕 (4 8) 密 良好 明褐色 口縁部回転ナデ 常滑窯産

51 X -12 SK -4竪坑 H 鍋 (4 5) やや序J!雑やや不良 明褐色 口縁部ヨコナデ

52 X -12 SK -4竪坑 H 鍋 (4 3) 密 やや不良 明褐色 口縁端部ヨコナデ

53 X -12 SK -4竪坑 H 鍋 (5.9) 最大往23. 6 密 良好 淡褐色 体部内面板ナデ 1本部外面下半に煤付着

65- 54 X-JJ S K-56 T 天目茶碗 I I 2 6 0 4. 0 密 良好 淡褐色 扁台部削り出し 内外面に鉄釉

55 X-11 SK-56 z 端反皿 I I 0 (2 4) 密 良好 淡灰白色口縁部回転ナデ 白磁

56 X-llSK-56 H 小皿 l l 0 (2 I) 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

57 X-11 SK-56 H 鍋 2 9 4 (15 O) 密 良好 淡褐色 体部外面下半ヘラケズリ 外面に煤付着

58 X-llSK-56 H 鍋 2 5 4 (1 3 4) 密 良好 淡褐色 体部外面下半ヘラケズリ 外面に煤付着

59 X -12 SK -10竪坑 H 皿 12 5 (I 7) 密 不良 淡褐色 口縁端部ヨコナデ

60 X -12 SK -IO竪坑 H 小皿 9 7 (1 7) 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

61 X -12 SK -10 H 鍋 2 1 8 (3.5) 密 良好 淡乳褐色体部内面板ナデ 外面に煤付箔

62 Y-11 SK-11竪坑 P 碗 (1 3) 6 4 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

63 Y-ll SK-11竪坑 T 広口壺 20 5 (6 2) 羅舞176 密 良好 灰色 口縁部回転ナデ 常滑窯産

64 Y-11 SK-I]堅坑 H 小皿 8 2 1、4 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

65 Y -11 SK -13 T 鉢 (5 2) 1 4. 4 密 良好 淡灰色 高台部削り出し 内外面に灰釉
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版図 器種 分類

T 卸目付大皿

T 片口鉢

T 播鉢

H 小皿

H 皿

H 鍋

H 鍋

H 羽釜

P 碗

p 碗

T 黄瀬戸鉢

z 碗

T 浅鉢

H 小皿 9.6 

H Jlll 1 o. 4 

T 双耳小壺蓋 4. 7 

T 広口壺 15.2 

T 広口壺 27.0 

P 甕 39. 4 

H 小Jlll 7. 4 

H 小皿 7. 8 

H 小Jlll 7. 8 

H 小皿 7. 8 

H 小Jlll 8. 0 

H 小皿 8. 3 

H 皿 13. 4 

H 皿 13. 8 

H 皿 13. 9 

H 鍋

I 銭貨

H 小皿

H 小皿

H 小型壺

H 小型壺

H 高杯

R 尖頭器 長5.1 

T 合子蓋 5.1 

H 碗 9.8

H 鍋 23.4

H 小型壺 4.7 

I 絆 KI（ふ 4）

T 丸碗

T 平碗

T 播鉢

T 甕

H 鍋

H 鍋

H 鍋

s 有台杯

s 碗

s 杯

s 蓋

S 蓋

s 蓋

S 壺／瓶類

S 壺／瓶類

H 壺

H 甕

P 碗

P 小皿

P 壺

P 甕

I 銭貨

I 銭貨

I 銭貨
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底径

8

8
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7
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l 6. 0 

4. 4 

厚o.9 

2.1 

l'l-0. 2 

I 7. 8 

4. 6 

5

2
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．

．

．

 

7

4

8

 

その他

最径24. 8 

最大程24. 5 

姓大往46. 0 

顎雌35. 0 

難 3・ o g 

胎土

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

やや粗雑

やや序ll雑

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

頴雌6.4 密・精良

蜘壮8.4 密

密・精良

亀● 13. 0 g 

最大径 23. 8 

“'’・ 4 g 

最大径26. 8 

密

密

密

やや序賎雑

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

やや不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや不良

良好

やや不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや不良

良好

良好

密 良好

密 良好

密 良好

やや粗雑 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

やや粗雑やや不良

密 良好

密 良好

密 良好

密 良好

色調

淡褐色

黒褐色

淡褐色

淡褐色

淡乳褐色

淡褐色

淡褐色

淡赤褐色

淡灰色

淡灰色

淡褐色

淡灰白色

淡褐色

明褐色

明褐色

暗灰色

暗灰色

淡灰色

灰色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡乳褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡乳褐色

淡黄褐色

淡茶褐色

淡褐色

淡褐色

淡乳褐色

淡褐色

淡灰色

淡褐色

淡灰色

淡褐色

淡灰色

淡灰色

灰色

淡灰色

淡灰色

淡灰色

淡灰色

淡灰色

淡赤褐色

淡赤褐色

淡灰色

淡灰色

暗灰色

淡灰色

調整等

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

外面ナデ・指押さえ

口縁部ヨコナデ

体部内面板ナデ

体部内面摩滅著しい

体部内面板ナデ

底部外面糸切り

底部外面糸切り

高台部削り出し

口縁部回転ナデ

口縁部ヨコナデ

外面ナデ・指押さえ

口縁部ヨコナデ

底部外面糸切り 古瀬戸ー内外面に鉄釉

体部内面ヨコナデ・指押さえ 外而にヘラ記号？ ー常滑窯産

体部外面板ナデ 常滑窯産

体部内面板ナデ 渥美窯産

外面ナデ・指押さえ

外面ナデ・指押さえ

外面ナデ・指押さえ

外面ナデ・指押さえ

外面ナデ・指押さえ

外面ナデ・指押さえ

口縁部ヨコナデ

口縁部ヨコナデ

口縁部ヨコナデ

｛本部内面板ナデ

外面ナデ・指押さえ

外面ナテ・指押さえ

内外面ナデ

口縁部ヨコナデ

口縁部内外面摩滅

底部外面糸切り

口縁部ヨコナデ

頸部外面に指押さえ痕

底部外面ヘラケズリ

備考

古瀬戸ー内外面に灰釉

常滑窯産

内外面に鉄釉

外面に煤付着

外面に煤付着

黄瀬戸

内外面に煤付着一常滑窯産

内外面に煤付着

外面に煤付箔

元？通賓

石質ー チャー ト

古瀬戸ー外面に灰釉

外面に煤付着

手捏ね土器か

銅製

内外面に鉄釉

内外面に緑釉

内外面に鉄釉

常滑窯産

外面に煤付着

外面に煤付着

外面に煤付着

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

体部外面板ナデ

口緑部ヨコナデ

口縁端部ヨコナデ

体部外面下半ヘラケズリ

底部外面匝転ヘラケズリ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

内外面ナデ

口縁部内面ヨコナデ

底部外面糸切り

底部外面糸切り

体部外面下半ヘラケズリ 渥美窯産？

体部内面ヨコナデ ・指押さえ i屋美窯産

元豊通賓

元豊通賓

開元通賓

高台部に籾殻痕

径2.4 

径2.4 

径2.4

訊 3.5 g 

..2. 7 g 

覧● 3.0 R 

194 



第 6章土城

図版ー遺物No地区遺構 器種 分類 口径 器高 底径 その他 胎土 焼成 色調 調整等 備考

67-131 U -16 SK -53 I 銭貨 径2.4 “t2 5 g 至和通賓

132 V-7 SK-9 K 碗 11 6) 6 5 やや粗雑 良好 暗灰色 内外面回転ナデ 釉は確認できない

133 V-7 SK-9 s 広口壺 (J 8 4 I 最大径27. 5 密 良好 淡灰色 体部外面下半平行タタキ

134 V-gSK-33 D 陶丸 径20 貨貸98 g 密 良好 淡灰色 ナデ・指押さえによる整形

135 V -10 SK -30 H 皿 12.6 (2 2) 密 良好 淡褐色 口縁部ヨコナデ 内面に煤付着

136 V-10 SK -30 H 鍋 3 0. 6 (7 9) 密 良好 淡褐色 口縁端部ヨコナデ 外面に煤付着

137 V-10 SK -72 T 卸皿 I 2. 0 (2 4) 密 良好 淡乳白色口縁部回転ナデ 古瀬戸ーロ縁端部に灰釉

138 V-IJSK-37 p 碗 (3. O) 6. 7 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

139 V-!lSK-37 H 鍋 (4 8) やや粗雑やや不良 赤褐色 口縁端部ヨコナデ 消郷型鍋

140 V-lJSK-37 H 小1lll 9 8 1.6 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

141 V -11 SK -37 H 鍋 (4 4) 密 良好 淡茶褐色体部内面板ナデ 外面に煤付着

142 V-11 S K-37 N 平瓦 I,: l 5 -2 0 密 良好 淡灰色 凸面平行タタキ 凹面に布目

68-143 V -12 SK -4 p 碗 (2 6) 8 8 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り後ナデ 内面に自然釉

144 V -12 SK -4 T 播鉢 (I O 6) I O 9 密 良好 淡赤褐色体部内外面回転ナデ 内外面に鉄釉

145 V -12 SK -4 H 小皿 9 2 1 4 やや粗雑やや不良淡灰褐色外面ナデ・指押さえ

146 V-12 SK -4 H 小皿 8 6 1 7 密 良好 淡乳褐色外面ナデ・指押さえ

147 V -12 SK -4 H 鉢？ (4 !) 密 やや不良 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

148 V -12 SK -4 N 鍋 24 6 (5 6) 密 良好 灰白色 口縁端部ヨコナデ 瓦質

149 V -12 SK -4 H 鍋 2 3 2 (6 0) 最大ff2 4. 0 密 良好 淡褐色 体部内面摩滅著しい

150 V -13 SK -JJ9 T 蓋 12 4 (I 9) 最大往I4. 6 密 良好 淡乳褐色 天井部外面回転ヘラケズリ 天井部に穿孔一土師質

151 V -13 SK -140 K 碗 (2 O) 6 0 密 やや不良 淡灰色 底部外面糸切り 灰釉は見られない

152 V -13 SK -140 H 鍋 (3 8) やや粗雑 良好 赤茶褐色口縁端部ヨコナデ 清郷型鍋

153 V -14 SK -63 s 有台杯 (3.5) 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

154 V-14 SK -63 s 碗 1 1. 4 (3.1) 密 やや不良 淡灰色 口縁部回転ナデ

155 V -14 SK -63 s 坪蓋 (2 sl 密 良好 暗灰色 天井部外面 1/4回転ヘラケズリ

156 V -14 SK -63 s 高坪 (I 3) 密 良好 灰色 内外面回転ナデ

157 V-14 SK -63 s 瓶類 5. 2 (4 3) 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

158 V -14 SK -63 H 甕 (2 2) 密 良好 暗褐色 口縁部ヨコナデ

159 V -14 SK -77 Y 甕 (2 8) やや租雑 良好 暗褐色 外面に貝条痕 瓜郷式

160 V -14 SK -77 Y 甕 (4 2) やや粗雑 良好 暗褐色 外面に櫛状工具の条痕 瓜郷式

161 V-14 SK -77 H 羽釜 (I I) やや柑雑 良好 淡赤褐色鍔部ヨコナデ

162 V -14 SK -95 T 内耳鍋 17 4 (1 7) やや柑雑 良好 淡褐色 口縁部回転ナデ 古瀬戸ー内外面に鉄釉

163 V -14 SK -95 T 播鉢 29.5 (9 7) 密 良好 淡褐色 内外面回転ナデ 古瀬戸ー内外面に鉄釉

164 V-14SK-95 H 小Jill 7 8 1.5 密 良好 淡赤褐色外面ナデ・指押さえ

165 V-14SK-95 H 鍋 2 3. 4 (1 3 O) 最大径24.l 密 良好 淡褐色 体部外面下半ヘラケスゴ） 外面に煤付着

166 9 W-93,. s k -167 T 天目茶碗 1 1. 2 (2 9) 密 良好 暗灰色 口縁部回転ナデ 古瀬戸ー内外面に鉄釉

167 9 W-l9,、SK-167 T 水滴 2 5 3. 8 3. 0 棗大径5.7 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り 古瀬戸ー外面に鉄釉

168 'w-" " SK -167 H 小皿 8 0 (1 8) 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

169 , w"" SK -167 H 小1IIl 8 6 (!. 0) 密 良好 淡赤褐色外面ナデ・指押さえ

170 ¥ W一""SK -167 H 鍋 21 4 (3. 7) 密 良好 淡褐色 体部内面板ナデ 外面に煤付著

171 •,_,, " S K -167 H g ギ (4 3) 密 良好 淡褐色 内面ナデ・指押さえ 外面に櫛描文

172 v w-』'"SK-167 H 高杯 (4 8) 密 良好 賠褐色 内外面ナデ

173 V-15 SK -58 R 不明 径4 0 厚28 孔径0 6 頂部を平坦に加工している石質一凝灰岩

174 V -15 SK -100 T 縁釉小皿 9. 4 (2.11 密 良好 淡褐色 内外面回転ナデ 古瀬戸ーロ縁端部に灰釉

175 V -15 SK -100 H 鍋 (3 4) 密 良好 淡褐色 体部内面板ナデ

176 V -15 SK -146 s 高杯 1 4. 8 (3 2) やや柑雑やや不良 淡灰色 杯部外面下半回転ヘラケズリ

177 V -15 SK -146 H 甕 (3 2) 密 良好 茶褐色 外面にタテハケ

178 V -15 SK -146 H 大型台付甕 (5 7) I 4 2 粗雑 良好 淡赤褐色脚端部ヨコナデ

69-179 V -15 SK -158 p 小皿 8 2 2 0 4 4 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

180 V -15 SK -158 p 小碗 (! 3) 4 9 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

181 V -16 SK -210 s 益 8 4 4 I 密 良好 淡灰色 底部外面回転ヘラケズリ

182 V -16 SK -251 p 碗 15 6 (4.2) 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

183 V -16 SK -251 p 片口鉢 (8. 6) 密 良好 淡灰色 体部外面下半回転ヘラケズリ

184 V -16 SK -254 s 高杯 (3 I) 密 良好 淡灰色 杯部外面下半回転ヘラケズリ

185 V-16SK-254 s 摘み蓋 1 4 0 2 8 損み径23 密 良好 淡灰色 天井部外面 !/2回転ヘラケズリ

186 V-l?SK-52 H 鍋 (3 5) 密 良好 淡褐色 口縁端部ヨコナデ 外面に煤付着

187 V-17SK-52 H 鍋 (2 9) 密 良好 淡褐色 体部内面板ナデ

188 V-17SK-79 p 碗 16 5 5 4 7. 6 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

189 V-17SK-79 p 碗 1 5 0 (4. 2) 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナテ' 口縁端部に灰釉

190 V-l?SK-79 p 碗 15 5 (5 2) 密 やや不良 淡灰色 口縁部回転ナデ 体部外面に煤付着

191 V-!?SK-79 p 碗 (3 !) 7. 0 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り 内面に灰釉

192 V-17SK-79 p 碗 (2 3) 6 6 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り 高台部に籾殻痕

193 V-l?SK-79 p 碗 (2 1) 6 4 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

194 V-17 SK-89 H 製塩土器 IL 8) 密 良好 淡赤褐色 ナデ・指押さえによる整形

195 V -17 SK -112 T 丸皿 9 0 1.8 4. 9 密 良好 淡乳白色 高台部削り 込み 内外面に長石釉
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器種 分類

H 小皿

P 碗

H 甕

P 碗

P 碗

H 皿

H 鍋

Y 広口壺

H 小Jlil

H 皿

H 鍋

T 天目茶碗

T 丸皿

H 小皿

H 小Jlil

H 鍋

H 鍋

H 鍋

T 碗

T l[l 

T 徳利

T 鉢

T 播鉢

T 鉢

T 甕

H 鍋

H 鍋

H 壺

H 小型壺

Y 甕

P 碗

R 石鍋

H 小皿

H 小皿

H 小皿

H 小皿

H Jlil 

H 小皿

H 小皿

H 皿

H 鍋

D 土錘

D 土錘

D 不明

R 石臼

s 兜

H 甕

P 碗

H 小皿

s 有台杯

s 碗

H 小皿

H 小皿

H 小皿

P 碗

H 鍋

P 碗

P 小皿

H 手捏ね土器

H 甕

］ 煙管雁首長（

T 播鉢

T 甕

T 播鉢

T 甕

口径

9. 0 

l 0. 6 

2

8

0

8

0

2

2

5

 

•••••••• 6

0

5

6

0

0

0

1

 

l

l

1

2

l

l

l

l
 

4

0

 

．
．
 

7

3

 

9

1

3

 

I 0. 5 

2

4

 

．
．
 

8

7

 

2

2

 

31.6 

9.2 

2

0

4

4

2

6

8

0

3

6

1

4

 

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

5

0

0

0

1

1

1

2

2

0

4
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その他

最径3o. 1 

最大径25. 8 

最大径 13.7

最大径27.2

紐 4.l g 

紐 20. 2 g 

胎土

密

密

やや枡雑

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

やや粗雑

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや不良

良好

良好

良好

良好

色調 調整等

淡褐色 外面ナデ・指押さえ

淡灰色 口縁部回転ナデ

淡褐色 内面ハケメ

淡灰色 底部外面糸切り

淡灰色 底部外面糸切り

淡赤褐色口縁端部ヨコナデ

淡褐色 口縁端部ヨコナデ 外面に煤付着

淡褐色 体部内面ナデ・指押さえ体部外面に櫛描文・円形浮文

淡褐色 外面ナデ・指押さえ

淡褐色 口縁端部ヨコナデ

淡褐色 口縁部ヨコナデ

淡灰褐色口縁部回転ナデ

淡褐色 高台部削り出し

明褐色 口縁端部ヨコナデ

淡灰褐色外面ナデ・指押さえ

暗褐色 体部内面板ナデ

淡褐色 口縁端部ヨコナデ

淡褐色 体部内面板ナデ 外面に煤付着

淡褐色 高台部削り出し 内外面に鉄釉

淡褐色 口縁部回転ナデ 内外面に灰釉

淡灰褐色体部外面下半皿転ヘラケズリ 内外面に鉄釉

淡灰褐色高台部削り出し 内外面に灰釉、内面鉄絵

淡褐色 口縁部回転ナデ 内外面に鉄釉

淡褐色 口縁部回転ナデ 内外面に鉄釉

灰色 口縁部回転ナデ 常滑窯産

淡褐色 口縁部ヨコナデ

暗褐色 体部内面板ナデ 外面に煤付着

淡褐色 1本部内面ハケメ・ナデ 外面にヘラミガキ

淡褐色 体部内面ナデ・指押さえ外面にヘラミガキ

暗茶褐色外面に貝条痕 底部布目圧痕

淡灰色 口縁部回転ナデ ロ縁端部に灰釉

石質一滑石片岩？

淡赤褐色外面ナテ・指押さえ

淡赤褐色外面ナデ・指押さえ

淡赤褐色外面ナテ・指押さえ

淡赤褐色外面ナデ・指押さえ

淡赤褐色口縁端部ヨコナデ

淡褐色 外面ナデ・指押さえ

淡赤褐色外面ナデ・指押さえ

淡褐色 口縁端部ヨコナデ

淡褐色 体部内面板ナデ 外面に煤付着

淡褐色 ナデ・指押さえによる整形

黒灰色 ナデ・指押さえによる整形

暗灰色 粘土塊を焼成したもの？ 径 l.8 cm程の穴あり

石質ー玄武岩？

淡灰色

淡褐色

淡灰色

淡褐色

淡灰色

灰色

淡褐色

淡褐色

淡褐色

淡灰色

淡茶褐色

淡灰色

淡灰色

淡褐色

淡褐色

暗褐色

暗褐色

淡褐色

暗灰褐色

備考

高台部に籾殻痕

高台部に籾殻痕

外面に煤付着

内外面に鉄釉

内外面に灰釉

外面に煤付着

口縁部回転ナデ

口縁部ヨコナデ

口縁部回転ナデ

外面ナデ・指押さえ

底部外面回転ヘラケズリ

底部外面未調整

外面ナデ・指押さえ

外面ナデ・指押さえ

外面ナデ・指押さえ

底部外面糸切り後ナデ 内面に煤付着

口縁部ヨコナデ 伊勢型鍋

底部外面糸切り後ナデ 高台部に籾殻痕

底部外面糸切り後ヘラケズリ

ナデ・指押さえによる整形内外面に煤付着

口縁部摩滅著しい

銅製

底部外面糸切り

体部内面ヨコナデ

口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ

外面に煤付着

口縁部に灰釉

内面に煤付着

内外面に鉄釉

常滑窯産

内外面に鉄釉

常滑窯産
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第 6章土城

屈版ー遺物油 地 区 遺 構 器種分類 口径 器尚 底径 その他 胎土 焼成 色調 調整等 備考

71-261 X -13 SK -9 H 小lll 7 4 I 1 4) 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ

262 X -13 SK -9 H 鍋 (4 7) 密 良好 淡褐色 口縁端部ヨコナデ

263 X -13 SK -20 s 怨 7 8 3 4 3 l 密 良好 灰色 底部外面回転ヘラケズリ

264 X -13 SK -21 T 大甕 5 9 2 (55 51 1 8 4 やや粗雑 良好 暗灰褐色体部内面ナデ・指押さえ常滑窯産

265 X -13 SK -90 T 天目茶碗 (2 5) 密 良好 淡灰褐色口縁部回転ナデ 内外面に鉄釉

266 X -13 SK -90 T 揺鉢 12 3) 密 良好 淡褐色 口縁部回転ナテ 内外面に鉄釉

267 X -13 SK -90 H 皿 I 2 2 (1 8) 密 良好 淡褐色 口縁部ヨコナデ

268 X -13 SK -90 H 鍋 (3 8) 密 良好 淡褐色 □縁端部ヨコナデ 外面に煤付着

269 X -13 SK -90 H 鍋 (3 4) 密 良好 淡茶褐色体部内面ナデ 外面に煤付着

270 X -14 SK -243 R 硯 長(72) 幅45 厚12 石質ー凝灰質泥岩？

271 Y-11 S K-55 T 筒形湯呑 (5 3) 3 8 密 良好 淡褐色 高台部削り出し 染付筒形湯呑

272 Y-11 SK-55 T 広東碗 IO 6 6 3 5.7 密 良好 淡褐色 高台部削り出し 染付

273 Y-llSK-55 T 広口壺 1 9 2 (8 6) 密 良好 賠灰褐色体部内面ヨコナデ 常滑窯産

72-274 Y -12 SK -40 Y 細頸壺 (1 8 6) 5 4 最大径19 2 密 良好 淡褐色 体部外面上半丁寧なナデ

275 Y -12 SK -43 p 小皿 8 6 (! 4) 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

276 Y -12 SK -43 H 皿 I I 8 (2 5) 密 良好 淡赤褐色口縁部ヨコナデ

277 Y -12 SK -43 H 鍋 (1. 6) やや粗雑やや不良 淡褐色 口縁部摩滅 外面に煤付着

278 Y-13 SK -118 T 折縁皿 (2 3) 5 8 密 良好 淡灰色 高台部削り出し 内外面に灰釉

279 Y-13 S K-118 T 丸Ilil IO 8 2. 7 6 3 密 良好 淡灰色 高台部削り出し 内外面に灰釉

280 Y -13 SK -191 H 製塩土器 (4 4) 密 良好 淡赤褐色 ナデ・指押さえによる整形

281 Y -13 SK -191 H 製塩土器 (3 7) 密 良好 淡赤褐色ナデ指押さえによる整形

282 Y-14 S K-120 T 天目茶碗 11 2 16 2) 密 良好 淡灰色 口縁邸回転ナデ 内外面に鉄釉

283 Y-14 S K-120 T 四耳壺 12 7) 7 2 密 精 良 良好 淡灰色 高台部貼り付け 古瀬戸ー外面に灰釉

284 Y -14 SK -120 T 茶入 15 5) 3 4 密 良好 黒茶褐色底部外面糸切り 屑衝茶入

285 Y-14 S K-120 T 描鉢 3 3. 0 (6 2) 密 良好 淡褐色 体部外面回転ヘラケズリ 内外面に鉄釉

286 Y-14 S K-120 H 鍋 2 4, 3 (8 3) 位大径249 密 良好 淡褐色 休部外面ハケメ 外面に煤付着

287 Y -15 SK -14 H 高杯 (9 9) 8 2 密 良好 淡赤褐色脚部内外面ナデ

288 Y -15 SK -14 H 台付甕 (4 2) やや祖雑やや不良淡茶褐色内外面摩滅著しい

289 Y -15 SK -68 T 腰錆茶碗 9 2 (4 6) 密 良好 淡褐色 口縁部回転ナデ 灰釉＋鉄釉

290 Y -15 SK -68 T 緑釉小皿 9.2 2 9 4 2 密 良好 淡褐色 底部外面糸切り 古瀬戸ーロ縁瑞部に灰釉

291 Y -15 SK -68 T 丸皿 11 I (1.9) 密 良好 淡灰色 底部外面回転ヘラケズリ 内外面に灰釉

292 Y -JS SK -68 z 丸碗 1 0 0 (4.3) 密 良好 淡灰白色口縁部回転ナデ 染付丸碗

293 Y -15 SK -155 T 仏花瓶 (10.1) 4. 6 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り 古瀬戸ー外面に灰釉

294 z-gSK-46 p 広口壺 17 6 (8 7) 辮硝 9 2 密 良好 淡灰褐色口縁部回転ナデ 口縁部内面に自然釉

295 z-gSK-46 p 広口壺 I 5 9 (5 9) 鄭斑123 密 良好 淡灰色 体部内面ヨコナデ

296 Z-llSK-8 H 皿 1 1. 3 (2 0) 密 良好 淡赤褐色口縁部ヨコナデ

297 Z-USK-8 H 鍋 2 7 8 (8 9) 密 良好 淡褐色 体部外面ナデ・指押さえ外面に煤付着

298 Z-llSK-11 H 小皿 1 0 0 2 3 密 良好 淡褐色 外面ナデ・指押さえ 口縁部やや楕円形

299 Z-11S K-ll H 小皿 10.2 2.2 密 良好 淡褐色 外面ナデ ・指押さえ 口縁部やや楕円形

300 Z-llSK-11 H 小IIll 1 0. 4 2.2 密 良好 明褐色 外面ナデ ・指押さえ 口縁部やや楕円形

301 Z-11 SK-II H 小皿 I 0. 5 2. 4 密 良好 明褐色 外面ナデ・指押さえ 口縁部やや楕円形

302 Z -12 SK -3 p 碗 1 4 3 4 3 7 6 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

303 Z -12 SK -3 p 小皿 7 8 2 0 5 6 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

73-304 Z -12 SK -94 p 碗 13 9 (3 5) 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

305 Z -12 SK -94 p 碗 (2 8) 6 3 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り 内面に煤が厚く付着

306 Z -12 SK -94 p 小皿 8 2 J 3 5 4 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

307 Z -12 SK -94 p 小皿 (I 2) 5 5 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

308 Z -12 SK -95 s 横瓶 7.3 (5. 5) 類雌72 密 良好 淡灰色 イ本部外面にタタキ目

309 Z -12 SK -128 p 碗 (2 2) 6.6 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り後ナデ高台部に籾殻痕

310 Z -12 SK -128 H 小皿 8. 5 I 6 密 やや不良 明褐色 口縁部及び内面ヨコナデ

311 Z -12 SK -128 H 鍋 (1 2) 密 良好 淡茶褐色口縁部ヨコナデ 外面に煤付渚ー伊勢型鍋

312 Z -13 SK -14 p 碗 (2 2) 7 3 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り 高台部に砂粒痕

313 Z -13 SK -14 p 小Jill 7 8 I 4 4 1 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り

314 Z -13 SK -14 p 広口壺 1 9 0 (3 8) 密 良好 淡灰色 顆部内面ヘラケズリ後ヨコナデ 内外面に自然釉

315 Z -13 SK -71 p 碗 (2.6) 7.7 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り後ナデ

316 Z -13 SK -71 p 碗 12 1) 7 8 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り後ナデ 高台部に籾殻痕

317 Z-13 SK-71 H 鍋 (1 5) 密 良好 淡茶褐色口縁部ヨコナデ 外面に煤1寸済ー伊勢型鍋

318 Z -13 SK -71 H 鍋 (2 1) やや粗雑やや不良 淡褐色 口縁部摩滅著しい 伊勢型鍋

319 Z -13 SK -87 p 碗 (3 3) 6. 8 やや粗雑 良好 暗灰色 底部外面糸切り

320 Z -13 SK -87 p 碗 (2 O) 6 3 密 良好 淡灰色 底部外面糸切り後ナデ高台部に籾殻痕

321 Z -13 SK -87 H 皿 1 0 4 (2. 3) 密 良好 暗褐色 口縁部ヨコナデ

322 Z -13 SK -128 p 壺 11 6 12 9) 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

323 Z -13 SK -128 H 小皿 8 8 I I 密 良好 淡褐色 口縁部及び内面ヨコナデ

324 Z -13 SK -135 p 碗 13 7 (2. 8) 密 良好 淡灰色 口縁部回転ナデ

325 Z -13 SK -135 p 片口鉢 2 7 6 1 1 9 1 o. 4 やや粗雑 良好 淡灰色 体部外面下半ヘラケズリ
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胎土

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

やや柑雑

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

やや糧雑

粗雑

密

密

粗雑

密

密

密

やや翠II雑

やや粗雑

密

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

色調調整等 備考

淡褐色 口縁部及び内面ヨコナデ

灰色 口縁部回転ナデ

淡灰色 内外面回転ナデ

淡赤褐色口縁部内外面にハケメ

淡灰褐色 1本部外面下半回転ヘラケズリ 古瀬戸ー内外面に灰釉

淡灰色 内外面回転ナデ 古瀬戸ー内外面に灰釉

淡灰色 体部外面下半ヘラケズリ 古瀬戸ー内外面に灰釉

淡褐色 口縁部及び内面ヨコナデ

淡茶褐色口縁部・鍔部ヨコナデ

淡灰色 底部外面糸切り

灰色 底部外面下半ヘラケズリ

淡褐色 口縁部ヨコナデ 伊勢型鍋

淡灰白色底部外面回転ヘラケスゴ） 内外面に鉄釉

淡灰褐色高台部削り出し 内外面に灰釉

淡褐色 口縁部回転ナデ 内外面に鉄釉

淡灰白色高台部削り出し 染付碗

淡灰白色 ナデ・指押さえによる整形

淡灰色 口縁部回転ナデ

淡灰色 底部外面未調整 外面に籾殻痕

淡灰色 体部外面下半回転ヘラケズリ 常滑窯産

淡灰色 底部外面糸切り後ナデ ロ縁部に灰釉

淡灰色 底部外面糸切り後ナデ ロ縁部に灰釉

淡灰色 底部外面糸切り後ナデ高台部に砂粒痕

淡灰色 底部外面糸切り 高台部に籾殻痕

淡灰色 底部外面糸切り

淡茶褐色内外面庶滅著しい

淡褐色 口縁部内面ヨコナデ

淡茶褐色口縁部内面ヨコナデ

淡褐色 内面ヨコナデ

淡褐色 口縁部ヨコナデ

淡褐色 体部内面板ナデ

淡褐色 口縁端部ヨコナデ

暗灰色 口縁部回転ナデ

淡乳褐色口縁部回転ナデ

淡灰白色口縁部回転ナデ

淡褐色 口緑部ヨコナデ

淡褐色 口縁端部ヨコナデ 外面に煤付済

淡褐色 外而粘土貼り付け 岩滑～瓜郷式

乳白色 ナデ・指押さえによる整形 一部黒斑状

淡灰褐色体部外面下半叫転ヘラケズ＇） 古瀬戸ー内外面に灰釉

暗灰色 口縁部回転ナデ

淡灰色 口縁部回転ナデ

淡灰色 内面に同心円文タタキ

淡茶褐色口縁部ヨコナデ

淡褐色 内外面庶滅著しい

淡赤褐色内外面ナデ・指押さえ

淡灰色 口縁部回転ナデ

淡灰色 底部外面回転ヘラケズリ

淡褐色 内外面ナデ・指押さえ

黒褐色 体部外面下半ヘラミガキ底部外面に木葉痕

暗赤褐色外面二枚貝条痕

淡茶褐色脚部内外面ナデ

淡茶褐色内面ナデ・指押さえ

茶褐色 内面ナデ

淡赤褐色口縁部ヨコナデ

外面に煤付着

高台部に砂粒痕

伊塾型鍋

外面に煤付着

内外面に鉄釉

凹線文

※器種記号 H一土師器 Sー須恵器 kー灰釉陶器 D一土製品 R一石器 ・石製品

Jー縄文土器・条痕文土器 Yー弥生土器 N一瓦・瓦質土器

法量の岸位はcm、 ( )は残存数値。底径には、脚部径や高台径を含む。

P一灰釉系陶器 Tー陶器 zー磁器 Iー金属製品
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第 6章土凛

第 5表 出土遺物（表土他）観察表

図版ー遺物油地区遺構 器種分類 口径 器高

75- llAB-11黒灰色土層 J 鉢 (4,4) 

2 I AB-11黒灰色土層 H 小型壺 (I. 9) 

3IAB-ll黒灰色土層 Y 壺 (5. 3) 

41 AB-11黒灰色土層 s 杯蓋 1 4. I 12. 51 

5 IT -12 2層 H 高杯 (5.61 

6 IT -12 2層 P 碗 (3.2)

7 IT -14 2層 H 皿 13.4 2.3 

8 IT -15 2層 H 小型壺 (6. 0) 

9 IT -15 2層 T 稜皿 IO. 6 2. 3 

10 I u -14 2層 H 鍋 15.2 (6.8) 

11 I U-12 ・ 13 2層 S 江蓋 10.2 (3.71 

12 I U-12 • 13 2層 H 鍋 32. 8 I I 3. 5) 

13 I u -14 2層 H 皿 14.1 (2.7) 

14 I V-13・" 2層 Y 細頸壺 (5.5) 

15 v w-」3 l, 2層 P 碗 (4.0) 

16 IT -16表土 H 小皿 8. 6 2. 0 

]7 T -16表土 H 小皿 9.7 2.8 

18 IT-16表土 H 小皿 9.1 2.3 

19 IT-16表土 H 小皿 JO.I 2.1 

20 IT -16表土 H 小皿 1 0. 6 2. 4 

21 IT -16表土 H 小皿 1 o. 8 2. 1 

22IT-l6表土 T 丸皿 12.4 2.5 

23 IT -16表土 S 陶臼 (3.71 

24 I u -13表土 T 灯明皿 10.2 2.2 

2s I u -13表土 k 碗 (2. 4) 

26 I u -13表土 k 碗 (4.21 

27 I u -13表土 T 片口小瓶 (7.7) 

28 I u -14表土 D 硫羽口 長（6.5) 孔径2.3

29 I u -14表土 R 剥片 投2.1 i届1.5

30 I u -14表土 I 銭貨 径2,4 

31 lu -16表土 S 壺 8. 1 

32 I u -15表土 P 甕

33 I u -16表土 H 皿

34 IU-17表土 T 平碗

76- 35 IU-19表土 T 天目茶碗

36 I u -19表土 T 丸碗

37 I u -19表土 T 香炉

38 IV -8表土 P 小illl

39 Iv -8表土 H 羽釜

40 IV -12表土 T 卸皿

41 IV -14表土 Y 甕

42 IV -14表土 H 壺

43 IV -14表土 P 碗

44 IV -14表土 P 小ill1

45 IV -14表土 T 縁釉小皿

46 IV -14表土 H 皿

47 IV -15表土 Z 端反皿

48 IV -16表土 S 摘み蓋

49 IV -16表土 P 碗

50IW-8表土 T 折縁深皿

51 W-8表土 T 半胴甕

52 IW-14表土 J 甕

53 IW-14表土 s 杯身

54IW-14表土 T 折縁鉢

55 IW-14表土 T 甕

56 IW-17表土 H 蓋

57 IW-18表土 T 稜皿

58 IW-18表土 T 丸皿

59 IX -8表土 T 天目茶碗

60 Ix -9表土 Y 甕

61 Ix -9表土 H 皿

62 IX -12表土 R 剥片

63 I AA-13表土 J 深鉢

64 I AA-13表土 J 深鉢

65 I AA-13表土 H 甑把手
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一

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

やや粗雑

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

粗雑

密

焼成

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

色調 調整等

赤褐色 口縁部内面ナデ

赤褐色 内面板ナデ状

黒褐色 体部内面ヨコナデ・ナデ櫛描文

淡灰色 口縁部回転ナデ

淡赤褐色脚部内面ナデ

淡灰色 底部外面糸切り後ナデ

淡乳褐色口縁部ヨコナデ

淡褐色 体部外面ナデ・指押さえ

淡褐色 高台部削り込み 内外面に鉄釉

淡褐色 体部外面ナデ 外面に煤付着

淡灰色 口縁部回転ナテ

淡褐色 口縁端部ヨコナデ

淡乳褐色口縁部ヨコナデ

黒灰色 体部外面櫛！Ii文・ヘラミガキ瓜郷式

淡灰色 底部外面糸切り後ナデ

淡褐色 外而ナデ・指押さえ

淡褐色 外面ナデ・指押さえ

淡褐色 外而ナデ・指押さえ

淡褐色 外面ナデ・指押さえ

淡褐色 外面ナデ・指押さえ

淡褐色 外面ナデ・指押さえ

淡灰白色高台部削り出し

淡灰色 内外面ナデ

淡茶褐色底部外面糸切り

淡灰色 底部外面糸切り

淡灰色 底部外面糸切り

淡灰色 底部外面糸切り

淡褐色 部分的に強い被熱

備考

渦巻き模様

外面に煤付着

圧痕あり

内外面に長石釉

摩滅著しい

口縁端部に灰釉

口縁部に灰釉

口縁部に灰釉

古瀬戸ー外面に灰釉

石質ー黒曜石？

熙寧元賓

暗灰色 内外面回転ナデ

灰色 体部内面ヨコナデ・指押さえ外面にヘラ描文

淡赤褐色口縁端部ヨコナデ

淡灰褐色 イ本部外面下牛回転ヘラケズリ 古瀬戸ー内外面に灰釉

灰色 体部外面下半回転ヘラケス．，） 内外面に鉄釉

淡灰色 体部外面下半回転ヘラケズリ 内外面に鉄釉

淡褐色 底部外面回転ヘラケズリ 内外面に鉄釉

淡灰色 底部外面糸切り

淡褐色 口縁端部ヨコナデ

淡灰褐色口縁部回転ナデ 古瀬戸ーロ縁部に灰釉

淡褐色 外面に櫛状工具による条痕瓜郷式

淡褐色 体部外面ヘラミガキ

淡灰色 口縁部回転ナデ

淡灰色 底部外面糸切り

淡灰色 体部外面下半回転ヘラケズリ ロ縁端部に灰釉

淡褐色 口縁部ヨコナデ

淡灰白色高台部削り出し 白磁

淡灰色 天井部外面回転ヘラケズリ

淡灰色 底部外面糸切り後ナデ 高台部に籾殻痕

淡褐色 口縁部回転ナデ 古瀬戸ー内外面に灰釉

暗灰色 イ本部外面下半回転ヘラケズリ 内外面に鉄釉

淡褐色 外面に棒状工具の条痕

淡灰色 体部外面 ]/3回転ヘラケズリ

淡灰色 口縁部回転ナデ 内外面に灰釉

赤茶色 体部内面ヨコナデ・指押さえ常滑窯産

淡褐色 口縁部回転ナデ 天井部外面に赤色顔科

淡灰褐色 高台部削り込み 内外面に鉄釉

灰色 高台部削り込み 内外面に灰釉

淡乳褐色 体部外面下半回転ヘラケズリ 内外面に鉄釉

赤褐色 外面に条痕文

淡褐色 口縁部ヨコナデ

口縁部に灰釉

“43.2g 石質一流紋岩質凝灰岩？

やや相雑良好 暗褐色外面に削痕 縄文晩期

やや粗雑 良好 暗赤褐色外面に貼付店帯・連続刺突文縄文中期後葉

やや柑雑やや不良 明褐色 ナデ・指押さえによる整形甕あるいは甑の把手

※器種記号 H一士師器 Sー須恵器 kー灰釉陶器 Dー土製品 R一石器・石製品

J―縄文土器・条痕文土器 Y一弥生土器

法羞の単位はcm、 ( ）は残存数値。底径には、脚部径や高台径を含む。

P一灰釉系陶器 T一陶器 zー磁器 Iー金属製品
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第 7章 総括

1.酉側遺跡の遺構変遷（第77・ 78図、第 6表）

今回調奇した西側遺跡について、 I~IV期に大きく分けて遺跡の変遷を見ていくことにする。

I期（弥生時代～古墳時代中期）

I期は、弥生時代中期～後期を中心とした Ia期と、古墳時代中期の Ib期に分けられる。

I a期は方形周溝墓 (SZ-01、 SZ -0 2) や土城墓と推測されるような細長い土城 (W-14

区 SK-114、Y-12区SK-40、AB-11区SK-37) などが散在的に見られるが、住居址は全く検

出されていない。前年度に行われた 1次調査では竪穴住居や環濠などが検出されていることから、今

回の調査区は集落における墓域の一部であった可能性が考えられる。

I b期の中心は古墳時代中期中葉～後葉で、前期～中期前葉に位置付けられる遺構はW -13区s

K-72などが僅かに存在する程度である。 Ia期で最も新しい遺構は弥生時代後期前半の SZ -0 2 

程度であることから、 I b期との間には一時的な断絶があったと考えられる。

中期中葉～後葉の竪穴住居は11軒で、これ以外に士城が数ヶ所で確認されているが、中期中葉と中

期後葉との竪穴住居の割合はほぽ同数で、比較的短い時間の中で集落が形成されたことがわかる。住

居の規模は、 一辺 5m程のものが平均で、中には 6mを超えるものもあるが、格差を表すほどのもの

ではないと考えられる。分布状況は、 X~AB-8 ~11区あたりにはほとんど存在せず（注 1)、「C」

あるいは「U」字状に並んで見えるが、住居の形状や主軸などに統一性が見られないことから、特別

な配置は読み取れない。

第 6表竪穴住居規模等一覧表

時期 遺構名 平面形 規模 lmJ 王畢lll方位 火処 年代
I b期 SB-02 長 テ形 6.1以上X5.3 N -18v -E ？ 古墳中期後葉
I b期 S B -0 3 （長：う形） 7.4以上 X0.8以上 N -32v -E ？ 古墳中期中葉
I b期 SB -0 4 長：J形 6.4 X4.Q以上 N -29° -E ？ 古墳中期後業
I b期 SB-05 （隅ぅ 長方形） 3.2以上 X1.3以上 N -33v -E ？ 古墳中期中～後葉
I b期 SB-09 （隅丸長方形） 5.7 x3.1以上 N-1 V -w ？ 古墳中期
I b期 SB -1 1 方形 4.8 X (4.9) N -14° -E ？ 古墳中期中～後葉
I b期 SB -1 4 方形 4.7 X4.6 N -50° -E ？ 古墳中期後葉
I b期 SB -1 6 隅丸方形 5.3 X (5.3) N-6° -W 炉か 古墳中期中葉
I b期 SB -2 0 方形 5.3 X5.4 N -8 ° -E ？ 古墳中期後葉
I b期 SB-22 隅丸方形 (5.3) X5.6 N-13° -W ？ 古墳中期中葉
I b期 SB -2 3 方形 6.0 X 6.4 N-109 _W 炉か 古墳中期中～後菓
II a期 SB -0 1 （長方形） 4.8以上X1.5以上 N -26u -E ？ 7世紀前半
II a期 S B -1 2 隅丸長方形 (4.4) X4.6 N -35v -E 竃 7世紀中葉
II a期 SB-15 隅丸長方形 4.1 X4.7 N-4 ° -W 阻 7世紀前半
JI a期 SB-17 （長方形） 1.5以上 X(4.1) N-6V -W 竃か 7世紀
II a期 SB -2 1 長方形 3.8 x 2.7 N -16° -W 竃 7世紀前半
II a期 SB -2 5 （隅丸長方形） 3.5以上 X(5.0) N-30° -W  竃か 6世紀末葉
JI a期 SB -2 6 （隅丸長方形） 1.7以上X7.9 N-1" -E ？ 7世紀前～中莱
II b期 SB -0 6 （隅丸長方形） 3.1以上x2.2以上 N-3T -E 笥か 8世紀中葉
II b期 SB -0 7 隅丸長方形 3.4 X4.3 N -4 ° -E 1,SU 智 8世紀
II b期 S B -0 8 方形 (3.9) X3.8 N -1 ° -W 竃 8世紀後半
II b期 SB -1 0 （長ブ 形） (4.1) X3.6 N-3° -W  竃 7~8世紀
II b期 SB-13 長ブ 形 3.4 X3.7 N-2° -W 竃 8世紀前半
II b期 SB-18 隅｝ 長方形 3.4 X3.9 N -22° -W 竃 8世紀前半
II b期 SB -1 9 隅丈 方形 3.1 X2.9 N-20u -W 竃 8世紀前半
II b期 SB-24 方形 5.4 X5.4 N -7 V -E ？ 8世紀前半
II b期 SB-27-1 （長 テ形） 1.9以上xo.7以上 N-3° -W  ？ 8世紀後半
II b期 SB-27-2 （長 5形） 4.4以上 x2.4以上 N-2° -W  ？ 8枇紀
II b期 SB-28 （隅：L長方形） 2.3以上 xo.7以上 N-1 V -w ？ 8世紀



II 期（古墳時代後期～奈良•平安時代）

II期は、古墳時代後期の IIa 期と、奈良•平安時代の II b期に分けられる。このうち、 IIa期の中

心は 7世紀代で、 6世紀末葉とされる遺構は竪穴住居SB-25など僅かであることから、 I b期か

らIIa期までの間には 1世紀程の空白期間が存在する。

II a期の遺構の多くは竪穴住居と掘立柱建物であるが、その分布状況は Ib期のそれと大きく変わ

ることはなく、前時期と重なった位置に建てられた竪穴住居も存在する。また同様に、住居の配置に

も特別な状況は見られない。竪穴住居の規模については、一辺 5m以下の比較的小さいものが主体と

なっている。掘立柱建物については、竪穴住居と同じような位置にあるが、散在せずにまとまってい

るようである。なお、柱穴の個々の大きさは、 1II期以降の掘立柱建物に比べても全体的に大きい。

II b期は、 8~9世紀が主体であり、その後の10~12世紀はほとんど空白期間となる。この時期の

竪穴住居は、 8世紀代のものがほとんどで、その分布状況は前時期と大きく変わらない。また、住居

の規模は一辺 4m以下が主体で、さらに小型化している傾向が読み取れる。なお、この時期で唯一の

溝 SD-48は南北方向に延びているが、他の遺構との関係ははっきりしない。

皿期（中世）

III期は、 13世紀を中心とした IIIa期と、 15~16世紀を中心とした IIIb期に分けられる。

III a期の中心は、調査区東端に南北に延びた溝 SD-63とY ・ Z -12区あたりにまとまって見ら

れる円形土城群で、いずれも 13世紀後半を中心とした遺構と考えられる。但し、これらの遺構が有機

的に繋がっているかは不明である。なお、これらの遺構より古いものは SD-64などが僅かに見ら

れる程度である。

SD-63は、断面「V」字状に大きく掘られた溝で、その規模から居館を巡る堀であった可能性

が高い。但し、北側付近が非常に浅くなっており、近くに出入り口を推測させるが、防御という意味

ではやや不安が残る。溝から多量に出土した灰釉系陶器碗・小皿・甕などは、完形品に近いものも多

く、 何らかの理由で廃棄されたと推測される。これ以外に土師器皿・鍋、白磁碗なども僅かに見られ

る。また、灯明具に転用されたと考えられる灰釉系陶器碗・小皿の量は、同様な性格とされる公文遺

跡 SD-1や白山 II遺跡 SD-1と比較しても多く、この遺構の特徴と言えよう。なお、居館的な遺

構は今回の調査区からは確認されていないことから、その中心は SD-63の東側で、現在の桃林寺

あたりと推測される。

円形土城は、いずれも径1.3~2.0m、深さ 10~30cm程の規模で壁面の多 くが内傾しているもので、

Y -12区SK-43、Z-12区SK-3、同区 SK-94、同区 SK-128、同区 SK-135などである。

また、 U-15区SK-89は他よりやや離れた位置にあるが同様な遺構であろう。出土した遺物は灰釉

系陶器碗・小皿などの小片が僅かにあるだけで、遺構の性格ははっきりしない。なお、隣接する Y-

12 ・ 13区の円形の土城やX~AA-11区の崖面に掘られた円形の土城などは、遺物がほとんど出土し

ていないため時期の特定はできないが、同様な遺構と考えられる。特に、 X~AA-11区の崖面にあ

る円形土城は、内傾した壁面が良く残っていた（第53・ 54図参照）。これら円形土城は、土城墓であ

った可能性も推測されるが、それを裏付ける遺物は出土していない。
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III b期の遺構は、地下式坑群と方形に溝を巡らせた区画が中心となる。方形区画は、地下式坑群の

後に形成されたようで、近世以降も続くと考えられる。

地下式坑は、今回の調査で14基が確認されているが、多くはU~Z-ll ・ 12区の崖面に沿って並ぶ

ように検出されている。出土遺物が少ないことや竪坑・主室への後世の混入品などもあるため、遺構

の詳細な時期を把握することは難しい。他の遺構との前後関係から17世紀以前で、 15~16世紀代と推

測されるものが多いが、一部には15世紀後半～16世紀初頭 (U-12区SK-8、X-13区SK-135)、

16世紀後半 (V-12区SK-7、X-ll区SK-56) と位置付けられるものもある。なお、主室形態

の違いから、単室・方形 (6基）、単室・円形 (7基）、複室・円形 (1基）の 3類が確認できる。

豊橋市内ではこれまでに、牛川町字西郷の熊野遺跡で 2基（単室・円形 l基、単室・方形？ 1基）、

牟呂水神町の若宮遺跡で 1基（単室・円形）の地下式坑がそれぞれ確認され、西側遺跡例と同様、 15

~16世紀後半に位置付けられている（注 2)。遣物も陶器や土師器などが僅かに出土し、このうち土

師器くの字形鍋の外面には煤が付着している例があるなど共通している。また、埋葬骨と考えられる

ものは見つかっていない。さらに、地下式坑内に煤が付着したり、被熱したような状況は観察されて

いない。なお東三河地域では、この他に豊川市で 2基が見つかっている程度で、検出例は少ない地域

と言える。一方で貯蔵施設という考え方（注 3) もあるが、関東や九小11北部に多 く東海では非常に少

ないという地域的な偏在については説明できず、いずれも決定打を欠き首肯することはできない。

地下式坑を葬送施設とし、禅宗との関わりなどから被葬者を武士層や僧侶に求めている江崎の考え

（注 4) に従うならば、隣接する桃林寺（臨済宗ー元天台宗で14世紀後葉に改宗）との関係が重視さ

れよう （注 5)。また、桃林寺北側、調壺区北東の畑内で確認されている横穴墓？としたもの（第 4

図参照ー注 6)もこうした意味からすれば地下式坑である可能性が高い。ちなみに、熊野遺跡例は正

円寺（臨済宗一元真言宗で14世紀半ばに改宗、元は熊野神社近くにあったとされる）と、若宮遺跡例

は真福寺（臨済宗一元天台宗で14世紀半ばに改宗）と、それぞれ至近距離にある。

方形区画については、 T~V-12~15区やU~W-15~17区などで確認でき、規模は一辺20~35m

である。内部には、井戸 (SE-03など）も見られ、多数の柱穴状の土城は掘立柱建物があったこ

とを示している。

この他、この時期に位置付けられるものには、散在して検出された 4基の火葬墓がある。但し、こ

れを地下式坑と結びつけて考えたり、これらをもって墓域とするには躊躇する。

N期（近世）

w期は、 17世紀を中心としたWa期と、 18~19世紀を中心としたwb期に分けられるが、いずれも

方形に溝を巡らせた区画が主体となる。

Wa期の方形区画は、 U・V-9~11区あたりに一辺20m程の区画があり、隣接して井戸 (SE-

0 2)も見られる。また、内部には多数の柱穴状の土城が確認されており、建物の存在が予想される。

この方形区画は、南側のIIIb期に見られる方形区画とそれほど時期に隔たりはなく、また溝の重複も

ないことから、相互に何らかの関係が推測される。

wb期には、 W~AB-11~15区あたりに一辺40m程の区画があり、当期の最も中心的な遺構と考え



られる。区画内部には井戸 (SE-04・05) や、大型の掘立柱建物 (SB-38・39) などが

確認できる。また、柱穴状の土城が多数見つかっていることから、建物はこれ以外にも存在した可能

性が高い。この他、 V•W-7 ・ 8区やW~AB-8 ~10区あたりにも一辺10~30mの区画があり、井

戸 (SE-01・06) などが見つかっている。

なお、調企区西端の外側には、幅 2~3m程の狭い道路が通っているが、 SD-28はそれと並ぶ

ように長く延びていることから、通路としての機能はこの時期まで遡る可能性が高い。

Wb期以降、今回の区画整理事業が行われるまでの約100年間、西側遺跡は畑地として主に利用さ

れてきたようである。

2. まとめにかえて

今回の西側遺跡の最大の特徴は、まとまって検出された地下式坑の存在である。貯蔵施設あるいは

葬送施設ではないかという考え方があるが、仮にこの地下式坑を葬送施設と考えた場合、今回の調査

区から北に250m程しか離れていない西側古墓群との関係も考慮して検討する必要があろう。

西側古墓群は、西側遺跡と同じ段丘上にあり、塚墓・土城墓・集石墓からなる12世紀末～15世紀に

営まれたいわゆる中世墓で、西側遺跡のすぐ北側にある正太寺（創立は天正19(1522)年であるが、そ

れ以前にあった大明寺と称する寺を再興したとされる。）との関連性が指摘されている（注 7)。一方、

西側遺跡地下式坑群は15~16世紀に営まれた可能性が高く、両者が時期的に重複することはほとんど

ない。 16世紀前半は有力階層における火葬から土葬への埋葬法の大きな転換期とされ（注 4)、両遺

跡はそれを端的に示している可能性もある。

火葬＝西側古墓群＝大明寺（正太寺）＝ ？ ／ 土葬＝西側遺跡地下式坑群＝桃林寺＝臨済宗（禅宗）

という図式は、あくまで地下式坑を葬送施設と仮定した場合であり、検証については今後行われる西

側古墓群や桃林寺北側の横穴墓？ （地下式坑か）の調査に期待したい。

注 1 X~AB-8~11区あた りは、主に皿 b期以降の遺構が目立つ。表土は10cm前後と薄く、 SB-03や SB-04

が検出された部分では lm程の表土・盛士であったことから、早い時期に削平された可能性がある。 また、

このあたりを古くは「丸山」と呼んでいたと地元の人は言う。

注 2 豊橋市教育委員会他 1995「豊橋市埋蔵文化財調査報告書第23集 熊野遺跡』

豊橋市教育委員会他 1997『豊橋市埋蔵文化財調査報告書第38集 若宮遺跡j

注 3 笹生 衛 2003「地下式坑の掘られた風景」 『戦国時代の考古学」

注 4 江崎 武 1985「中世地下式城の研究」 『古代探叢 II」早稲田大学出版部

江崎氏は、地下式壊の盛行期については14・ 15世紀、 15世紀後半～16世紀前半を終焉と考えている。

注 5 名古屋市見晴台考古資料館野澤則幸氏のご教示による。

豊橋寺院誌編纂委員会 1959『豊棉寺院誌j

注 6 豊橋市教育委員会 1991『豊橋市埋蔵文化財調査報告書第12集 牛川西部地区遺跡範囲確認調査報告書』

平成 2年度の調査中に 2基を確認している。比較的急傾斜な部分に造られ、開口部は南側で、奥行きは 3m前

後、天井部はドーム状となっていた。

注 7 豊橋市教育委員会 2003『豊橋市埋蔵文化財調査報告書第76集 車神社古墳 宮脇 1号墳 西側古墓群」

第7章総括
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報 告 書 抄 録

ふ り がな にしがわいせき（に）

書 名 西側遺跡 (II)

副 車自 名

巻 次

シリーズ名 豊橋市埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番 号 第 84集

編著者名 小林久彦

編集機関 豊橋市教育委員会

所 在 地 〒 44 0 -0 8 0 1 愛知県豊橋市今橋町 3番地の 1 TEL 0532-51-2879 

発 行 年 西暦 20 0 6年 3月31日

ふりがな ふりがな
コード 北緯 東経

所収遺跡名 所在地
調壺期間 調査面積 調査原因

市 町 村 遺跡番号 0 9 99 

゜'” m2 

にしがわいせき とよ 1よししうしかわちょう 23201 79365 34度 137度 20030509~ 6,500m' 土地区画

西側遺跡 豊橋市牛川町 46分 24分 20031226 整理事業
あざにしがわ

00秒 00秒
字西側73他

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺構 主 な 遺物 特記事項

西側遺跡 集落遺跡 弥生 方形周溝墓 弥生土器壺．甕 当地域では検出例の

古墳～平安 竪穴住居 須恵器、上師器、管宝 少ない地下式坑が14

掘立柱建物 甚と比較的まとまっ

中世～近世 掘立柱建物 陶器、磁器、土師器 て見つかっている。

井戸

溝

地下式坑
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